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平成 30年度下半期
補正予算状況等について

平
成
か
ら
令
和
へ

　

古
張
か
ら
佐
川
へ

矢祭町
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町長就任のご挨拶

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し

「
思
い
や
り
と
真
心
を
持
っ
て
」

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

PROFILE
富士短期大学卒。全国蒟蒻原料組合副組
合長。財団法人日本こんにゃく理事。矢祭
町青少年健全育成東舘協議会会長。矢祭
町教育委員。矢祭町議会議員。矢祭町長（平
成31年 4月30日～令和5年 4月29日）。

　

矢
祭
町
長
就
任
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
へ
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
４
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
当
選
の
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か

ら
の
感
謝
の
想
い
と
責
任
の
重
さ
に
対

し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で

ご
ざ
い
ま
す
。
町
政
運
営
に
全
身
全
霊

で
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た
古
張
前
町

長
に
は
、
矢
祭
町
長
と
し
て
、
12
年

間
に
わ
た
り
町
発
展
や
町
民
の
皆
様
の

為
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ご
苦
労
に
、
心
か
ら
の
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
歴
代
の
町
長
が
、
こ

れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た
町
の
基
盤
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
行
け
る
よ
う
職
務
に
当
た
り
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
見
直
し

計
画
が
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
町
政
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
加
え
、
直
面
す
る
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
や
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
子

ど
も
た
ち
の
教
育
向
上
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
の
時
代
に
迎
え

る
超
高
齢
化
社
会
を
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
実
践
し
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
思
い
や
り
と
真
心
を

も
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

矢
祭
町
長

　

佐
川 

正
一
郎

【
令
和
】
の
幕
開
け
と
と
も
に

新
た
な
町
政
の
舵
取
り
役
が
誕
生

佐
川
町
政
【
第
１
章
】
始
動



「
我
が
、
政
に
悔
い
な
し
」

こ
れ
ま
で
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た

全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

退
任
い
た
し
ま
す
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薫
風
薫
る
季
節
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、

お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
、

矢
祭
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
期
12
年
に
わ
た
り
、
皆
様
に
は
、
ご

支
援
、ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
る
時
に
は
、ご
叱
責
を
賜
り
ま
し
た
が
、

全
て
の
事
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
胸
中
に
よ
ぎ
る
も
の
は
、「
我
が
、

政
に
悔
い
な
し
」
で
あ
り
ま
す
。

　

３
期
12
年
間
全
身
全
霊
を
傾
注
し
町
政

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
12
年

を
顧
み
ま
す
れ
ば
、
根
本
町
長
か
ら
町
政

を
引
継
ぎ
、
日
本
一
有
名
な
町
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
「
矢
祭
町
」
の
ブ
ラ
ン
ド
も

引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

何
を
す
る
に
お
い
て
も
注
目
の
的
と
な

り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
常
に
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
町
民
の

皆
様
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
、
役
場
職
員

諸
君
に
支
え
ら
れ
勇
気
と
決
断
を
も
っ

て
、
矢
祭
町
総
合
計
画
に
則
り
、
第
４
次

総
合
計
画
の
「
元
気
な
子
ど
も
の
声
が
き

こ
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
か
ら
第
５
次
総
合

計
画
の
「
人
が
輝
き　

町
が
輝
き　

明
日

に
輝
く　

矢
祭
町
」
へ
と
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
５
次
総
合

計
画
は
、
残
り
２
年
を
残
し
ま
し
た
が
、

後
任
の
町
長
に
事
業
の
継
続
を
託
し
ま

す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
で
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
の
皆
様
ま
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
整
備
し
て
き
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制

す
」
の
考
え
の
基
、
財
政
状
況
改
善
に
取

組
、
財
政
調
整
基
金
も
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」

の
言
葉
を
後
進
の
諸
君
に
贈
り
、
郷
土
を

愛
す
る
町
民
の
皆
様
、議
会
議
員
の
皆
様
、

役
場
職
員
の
諸
君
に
感
謝
を
申
し
上
げ
退

任
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

古
張　

允

5

町長退任のご挨拶

PROFILE
日本実践農業学園卒。矢祭町消防団副団
長（昭和59年 4月～平成 4年 3月）。矢
祭町議会議員（平成 4年3月～平成12年
1月）。矢祭町助役（平成12年 2月～平成
19年3月）。矢祭町副町長（平成19年4月）。
矢祭町長（平成19年4月～平成31年4月）。

古
張
町
政
３
期
12
年
で
【
有
終
の
美
】

多
く
の
方
の
拍
手
に
見
送
ら
れ

【
平
成
】
最
後
の
矢
祭
町
長
が
退
任
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地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成
30 年度下半期（平成 30 年 10 月～平成 31 年 3
月）における補正予算状況、基金、町有財産及
び町債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　単位▶千円

会計名 ９月定例会後
の予算額

12 月
定例会

２月
専決

３月
定例会

３月
臨時会

３月 29 日
専決

平成
30 年度
最終予算

一般会計 4,875,752 71,070 4,414 90,176 68,650 5,216 5,115,278

特

別

会

計

国保 703,549 0 0 △ 29,009 △ 33,119 3,627 645,048

工場 1,218 0 0 0 0 財源振替 1,218

宅造 4,813 0 0 △ 3,995 0 0 818

農集排 30,974 0 0 0 0 財源振替 30,974

介護 588,323 △ 980 財源振替 16,862 222 財源振替 604,427

後期高齢 144,126 0 0 560 △ 434 △ 1,225 143,027

霊園 1,302 0 0 0 250 0 1,552

　合　計 6,350,057 70,090 4,414 74,594 35,569 7,618 6,542,342

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 54,188 11,971
公営住宅 19,157 6,761
公園 22,722 ‐
その他の施設 144,870 22,977

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 244,953 43,009

普

通

財

産

宅地 86,228 6,879

田畑 3,151 ‐

山林 3,345,172 ‐

その他 23,996 ‐

計 3,458,547 6,879

合計 3,703,500 49,888

区　　　　分 平成 29 年度 平成 30 年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 2,126,805 1,927,153 △ 199,652 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 168,677 268,743 100,066 町債の繰上償還財源のための基金  

公共施設等整備基金 0 500,000 500,000 公共施設や備品の計画的な整備に充てるための基金

復興基金 0 0 0 震災復興財源として県より交付され創設した基金

21. ふるさと人づくり基金 103,518 104,661 1,143 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 11,900 15,501 3,601 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 464,469 464,514 45 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,208 300,223 15 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 － 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,873 99,883 10 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,392 10,393 1 土地改良施設事業のための基金  

髙田基金 103,508 103,519 11 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,138 1,138 － 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 15,540 15,542 2 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

合　　　　計 3,406,092 3,811,334 405,242

まちの
財政状況

９月定例会（補正予算第 4号）
▶補正予算額…274,348 千円
歳入において、主に前年度繰越金の額の確定により増額
しました。歳出において、財政調整積立基金への積立金
や、ユーパル矢祭設備修繕の工事費、地域情報通信基盤
整備事業における電柱等移設工事費などを増額しまし
た。

12 月定例会（補正予算第 5号）
▶補正予算額…71,070 千円
歳入において、主に普通交付税の額の確定により増額し
ました。歳出において、財政調整積立基金への積立金や、
林業専用道戸塚線の測量設計委託料、軽費老人ホーム事
務委託料などを増額しました。

２月専決（補正予算第 6号）
▶補正予算額…4,414 千円
歳入において、法人町民税を予定納税額の増に伴い増額
しました。歳出において、主に被災農業施設復旧支援事
業助成金を増額しました。

３月定例会（補正予算第 7号）
▶補正予算額…90,176 千円
歳入において、法人町民税と固定資産税を収入見込み
に合わせ増額しました。歳出において、減債基金や高
田基金への積立金を増額したほか、ユーパル矢祭温泉
棟休憩室と宿泊棟客室の畳表替えのため、修繕費を増
額しました。また、事業費が確定したものについては
減額しました。

３月臨時会（補正予算第 8号）
▶補正予算額…68,650 千円
歳入において、主に特別交付税の額の確定により増額
しました。歳出において、主に財政調整積立基金への
積立金を増額しました。

３月専決（補正予算第 9号）
▶補正予算額…5,216 千円
歳入において、町税を収入見込みに合わせ増額し、各
種交付金・補助金は交付額の確定により整理しました。
歳出において、各種賃金・手当等の支払額確定に伴い
減額し、予備費を増額しました。

一般会計補正予算の主な内容

平成 30年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 平成 29 年度末
残　　　　高

平成 30 年度末
残　　　　   高

1．普通債 3,055,053 3,405,177
（１）総務 122,156 102,257
（２）民生 377,666 847,987
（３）衛生 164,835 140,487
（４）農林水産業 166,516 148,821
（５）商工 3,775 54,299
（６）土木 274,716 247,529
（７）消防 181,057 205,789
（８）教育 1,764,332 1,658,008
2．災害復旧費 12,412 9,299
（１）農林水産業 7,890 5,892
（２）土木 4,522 3,407
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,313,621 1,231,059
（１）減税補てん債等 9,916 8,084
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,303,705 1,222,975

計 4,381,086 4,645,535

財産の状況　

平成 30年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

平成 30年度末現在の町債残高は次の通りです。
（平成 31年 3月末）

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円



ク
ー
ポ
ン
券
と
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

な
ぜ
送
ら
れ
て

く
る
の
で
す
か
？

風
し
ん
に
感
染
す
る
と

何
が
問
題
な
の
で
す
か
？

ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
の
で
す
か
？

　

対
象
者
が
風
し
ん
の
抗
体
検
査

及
び
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、

受
付
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
受

診
券
で
、
６
月
ま
で
に
対
象
者
に

送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ク
ー
ポ

ン
券
が
な
い
と
無
料
で
検
査
や
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
の
対
象
者
は
、
公
的
に
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世

代
に
比
べ
て
低
く（
約
80
％
）な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
風
し
ん

の
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
風
し
ん
か
ら
あ
な
た

自
身
と
周
り
の
人
を
守
る
た
め
に

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
な
り

ま
し
た
。

　

車
や
職
場
な
ど
人
が
集
ま
る
場

所
で
、
多
く
の
人
に
感
染
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
早
期
の
妊
婦
が
風

し
ん
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
風
し
ん

89

Health 
information
健康情報

風
し
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
れ
の
男
性
の
皆
さ
ん
へ

　５月３１日（金）は世界禁煙デー、５月３１日

（金）から６月６日（木）は禁煙週間です。

　健康増進法の一部改正に伴い、望まない受動喫

煙が生じないよう、受動喫煙防止対策が今後より

一層求められます。

　県では、禁煙に取り組む施設や車両を有する事

業所を登録・認証し、タバコの煙にふれない環境

づくりを推進しています！

　施設管理者の方からの申請、住民の皆様からの

推薦をお待ちしています。

　なお、県南管内では１００件が認証登録されて

います。（平成 31 年 3月末現在）

【対象施設】

　人の集まる県内の「すべての」施設

【対象車両】

　バス・タクシー、利用者の送迎用車両、福祉団

　体・施設の車両等

【認証要件】

　施設内・車内が終日全面禁煙であること等

【問い合わせ・申し込み先】

　福島県県南保健福祉事務所

　健康増進課☎ 0248-22-5443

空気のきれいな施設・車両（禁煙施設・車両）大募集！

◀県のホームページに掲
載されている専用ページ

抗体あり 抗体なし

➡➡

➡

【クーポン券の使い方に関するフローチャート】

抗
体
検
査
は

ど
こ
で
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

へ
の
抵
抗
力
を
確
認
す
る
抗
体

　

検
査
を
受
け
る

②
抗
体
が
な
い
方
は
、
医
療
機
関

　

で
予
防
接
種
を
受
け
る

（
＊
詳
し
く
は
、
下
記
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）　

　

職
場
の
健
康
診
断
や
８
月
に
実

施
さ
れ
る
住
民
健
診
の
際
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、

近
隣
の
医
療
機
関
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
事
前
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

風
し
ん
に
対
す
る
追
加
的
対
策

の
詳
し
い
情
報
等
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

か
ら
掲
載
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

抗体検査を受ける

予防接種を受ける

　左記のようなク
ーポン券が、順次
皆さんの手元に郵
送されてきます。
　こちらをお持ち
になり、抗体検査
を受けてください。

＊職場の健康診断や８月の住民健診、近隣の医療機関で受け
ることができます。
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農業委員会前会長

益子　修一

　

平
成
三
十
一
年
四
月
の
矢
祭
町
農

業
委
員
会
の
改
選
に
伴
い
、
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
古
市
孝
行
と
申

し
ま
す
。
今
年
は
、
平
成
最
後
の
年

で
あ
り
新
元
号
の
も
と
で
の
船
出
と

な
り
ま
す
。
ま
た
統
一
地
方
選
挙
を

含
む
変
革
の
年
で
も
あ
り
、
矢
祭
町

農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
改
正
農
業

委
員
会
法
施
工
後
、
二
度
目
の
改
選

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

共
に
協
力
し
て
地
域
の
農
地
を
守

り
、
農
地
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が

ら
農
業
の
振
興
と
活
用
化
を
図
る
こ

と
こ
そ
が
、
農
業
委
員
会
の
使
命
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
現

状
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
農
業
従
事

者
の
減
少
、高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

満
足
に
農
業
が
出
来
な
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害

等
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
が
目

に
つ
き
ま
す
し
、
山
間
地
に
お
い
て

は
田
畑
の
耕
作
地
に
大
型
機
械
等
が

入
れ
ず
、
効
率
的
な
農
作
業
が
難
し

い
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
国
が

進
め
て
い
る
農
地
中
間
管
理
機
構
も

農
地
の
集
積
化
に
即
効
性
が
あ
る
と

は
言
い
難
く
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

作
成
も
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う

の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び
農

業
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
地
域
農
業

の
発
展
と
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

平
成
二
十
八
年
四
月
の
農
業
委
員

の
改
選
で
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会

長
に
就
任
し
て
か
ら
３
年
が
経
ち
ま

し
た
。
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
る

初
め
て
の
農
業
委
員
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
農
業
委
員
十
一
名
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
十
名
に
よ

り
、
手
探
り
の
中
、
業
務
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

よ
る
リ
タ
イ
ア
や
新
規
就
農
者
の
激

減
、
加
え
て
有
害
鳥
獣
の
被
害
、
特

に
猪
に
よ
る
食
害
が
増
加
し
た
こ
と

で
特
に
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を

少
し
で
も
改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
か
ら
、
農
地
利
用
の
最

適
化
に
向
け
優
良
農
地
の
継
承
の
た

め
規
模
拡
大
を
図
る
農
家
へ
の
集
積

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

獣
害
か
ら
農
作
物
を
守
る
為
「
農
作

物
被
害
対
策
推
進
に
対
す
る
意
見

書
」を
町
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
農
業
委
員
会
の
活
動
は
常

に
「
農
業
後
継
者
の
育
成
、
そ
し
て

住
み
良
い
農
村
環
境
の
整
備
」
を
目

標
に
掲
げ
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
長
と
し

て
在
任
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、農
業
者
の
一
人
と
し
て
、

町
の
農
業
が
少
し
で
も
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
町
振
興
と
農
業
委
員
会
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
退
任
の
挨
拶

Ｔ
ＡＫ
Ａ
ＹＵＫＩ　

ＦＵＲＵＩＣＨＩ

農業委員会会長

古市　孝行

■
農
業
委
員
会
委
員

【担当】
中石井地区

鈴木利典（63）

平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
任
命
さ
れ
た

農
業
委
員
会
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す【担当】

戸塚・金沢・山野
井地区

鈴木利信（69）
【担当】
上関河内・大垬地区

近藤義隆（63）
【担当】
宝坂地区

古市利夫（60）
【担当】
東舘・小田川地区

鈴木通弘（74）

【担当】
広報担当

松本義勝（65）
【担当】
内川・茗荷地区

古市孝行（68）
【担当】
関岡・高山地区

髙澤正義（65）
【担当】
下関河内地区

古市健吾（64）
【担当】
下石井地区

緑川和芳（71）
【担当】
東山地区

石井康行（59）

【担当】
中石井地区

鈴木正一（65）
【担当】
宝坂地区

金澤　亨（63）
【担当】
東舘・小田川地区

佐川晴美（67）
【担当】
戸塚・金沢・山野
井地区

松本守雄（67）
【担当】
下石井地区

菊池　浩（57）

【担当】
東山地区

金澤　洋（58）
【担当】
内川・茗荷地区

菊池晃一（64）
【担当】
上関河内・大垬地区

豊田正則（68）
【担当】
下関河内地区

塙　宗一（61）

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

平
成
31
年
４
月
５
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

【
内

菊
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ま
だ
ま
だ
知
名
度
の
低
い

「
ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り
」
駅
長

の
青
樹
で
す
。
町
民
の
皆
様
の

ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
年
度
、
町
長
選

も
終
わ
り
、
今
月
か
ら
年
号
も

「
令
和
」
と
な
り
、
す
べ
て
が

刷
新
さ
れ
て
リ
ス
タ
ー
ト
で
す

ね
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
最

終
年
と
な
り
、
な
に
か
し
ら
の

結
果
を
出
す
べ
く
気
合
を
入
れ

直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

赴
任
当
初
か
ら
画
策
し
て
い

る
「
鮎
の
押
し
寿
司
」
も
今
年

度
は
プ
ロ
の
手
を
お
借
り
す
る

こ
と
と
な
り
、
形
に
な
っ
て
い

き
そ
う
で
す
。
福
山
君
の
柚
子

産
品
と
共
に
矢
祭
町
土
産
の
定

番
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
の
手
で

世
の
中
に
広
が
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
。

　

４
月
よ
り
ま
ち
の
駅
や
ま
つ

り
で
は
矢
祭
園
芸
さ
ん
の
お
力

添
え
で
お
花
や
作
物
の
苗
な
ど

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
徐
々

に
矢
祭
の
そ
の
他
の
産
品
も
取

り
扱
う
よ
う
に
し
て
、
商
品
・

し
て
お
り
ま
す
。
部
会
の
名
前

の
通
り
、
買
い
物
応
援
事
業
な

の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
皆
様
に

認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
言

え
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
る

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

　

来
年
３
月
ま
で
実
証
実
験
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
登

録
、
配
達
全
て
無
料
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
遠

慮
な
く
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
町
内
で
買
え
る
も
の
で
あ

れ
ば
な
ん
で
も
お
届
け
す
る
と

担
当
者
は
申
し
て
お
り
ま
す
。

情
報
を
も
っ
と
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

先
月
お
伝
え
し
た
通
り
、
今

年
も
鮎
釣
り
大
会
事
務
局
も
仰

せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
今
年
度
も
な
に
か
と
忙
し

く
な
り
そ
う
で
す
。

　

個
人
的
に
は
許
さ
れ
る
の
な

ら
ば
協
力
隊
終
了
後
も
矢
祭
町

に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

喜
ん
で
く
れ
る
お
仕
事
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
お
楽
し
み
に
。

　

別
件
で
す
が
、
ま
ち
の
駅
や

ま
つ
り
で
は
や
ま
つ
り
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議
会

の
買
い
物
応
援
部
会
と
し
て

「
買
っ
て
く
っ
ぺ
便
」
を
運
営

左▶青樹隊員が力を注ぐ鮎を使った特産品開発の一環として、「さかな家」さんで行われた試食会において提供された鮎の土鍋ご飯。鮎の香りが豊かで
ボリューム満点な一品でした。／右▶『まちの駅』を拠点に運営されている「買ってくっぺ便」のおすすめ商品を紹介しているチラシ。左記ページに登
録方法などが掲載されておりますのでご覧ください。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.20

shouma fukuyama

福山　正真
PROFILE
【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。趣味はYOSAKOI、
旅、献血。主な活動は「ゆず畑」

13

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

　こんにちは、協力隊福山です。

今年度も始まって 1か月が経ち地域

おこし協力隊の任期も残り 1年を切

りました。

　今年度の結果次第で、来年度以降

から矢祭に定住できるかどうかが決

まるので、今年は特に気合を入れて

頑張りたいと思っています。

　今年は、茗荷地区以外に関岡地区

の空畑にも場所を借り、柚子の栽培

を始めていきたいなと思っていま

す。

　そのほかにも昨年に引き続き、新

しい矢祭町の特産品にできるような

柚子商品の開発も行いながら、並行

して販路の確保も行っていこうと考

えています。

　商品開発に関して、昨年は『ゆず

ゼリー』１つにとどまってしまった

ので、今年はもう少し商品開発にも

力を入れていき、柚子農家として独

り立ちできた後のことを視野に入れ

て活動を行わなければなと思ってい

ます。

　今年の秋には、新しい協力隊の仲

間が着任するそうなので、秋からは

その方とも協力して活動ができれば

と思います。

◀以前の広報でお伝え
した柚子部会で作成し
た矢祭産柚子を使った
ユズゼリーです。先日、
県内の地域おこし協力
隊が一堂に会した際に
試食をしてもらい、好
評価をいただきました。
現在パッケージを作成
中ですので、完成しま
したらお伝えいたしま
す。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

まちの駅NEWS

矢祭町の宅配サービス
「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と
地元商店の活性化を目指す
『町民のための町民による
手づくりサービス』です。
【利用方法】
①まちの駅に電話をして無
　料会員登録をする
②カタログや電話相談で商
　品を選ぶ
③電話（まちの駅：午前 9
　時～午後 4 時）・FAX・
　メールで注文する
④商品を受け取る
【問い合わせ】
まちの駅やまつり
☎：0247-57-5659
FAX：0247-57-5660
mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

柚子農家として定住した後を視野にいれて活動していく



耐震診断

　　町では、木造住宅耐震診断者派遣事業及び
　　木造住宅耐震改修支援事業を実施しています

耐震改修

【問い合わせ】 事業課事業グループ☎４６- ４５７７

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④過去に本事業による耐震診断を受けていない住宅

申込方法　次の書類をご提出ください
　①木造住宅耐震診断者派遣申込書
　②付近見取り図
　③各階平面図
　④着工時期が確認できる資料
　⑤納税証明書
　⑥世帯全員の住民票謄本
　⑦図面等の書類が不足する場合は、担当課までご連

　　絡ください

申込期限　令和元年 7月 31 日（水）
募集戸数　２戸
診断費用（個人負担）　６千円
その他　申し込み多数の場合は、建築年次の古い順お
　よび必要と考える木造住宅を優先します。

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④耐震診断を受けた結果、その基準未満の住宅
　⑤補助金交付決定年度に、耐震改修工事が完了するもの
申込方法　次の書類をご提出ください
　①補助金交付申請書
　②付近見取り図、配置図、平面図、基礎伏図、耐震
　　補強詳細図
　③工事着工前の写真
　④木造住宅耐震診断報告書の写し
　⑤見積書の写し
　⑥実施計画時の耐震計算書
　⑦建築士免許の写し
　⑧納税証明書
申込期限　令和元年 7月 31 日（水）（先着順）
支援内容　改修方法（一般、簡易、部分）に応じて、
　35 万円～ 100 万円を上限として、工事費用の 2分の
　1以内

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。
※工期の年号については、契約書に準じて掲載しております。

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成31年度矢祭町水道事業
中央監視装置設置工事

平成 31 年
４月 17 日

（80,460,000 円）
72,414,000 円

（株）ニノテック
代表取締役社長　樽川　啓

茗  荷  字
上茗荷地内

平成 31 年 4月 17 日～
平成 31 年 11 月 29 日

平成31年度ユーパル矢祭温
泉設備改修工事

平成 31 年
４月 19 日

（15,613,560 円）
15,552,000 円

（株）ベルパックス
代表取締役　大平　千代子

東  舘  字
蔵屋敷地内

平成 31 年 4月 19 日～
平成 31 年 9月 30 日

入
札
結
果

行    政
N A V I

矢
祭
小
学
校
３
年
生
が
稚
鮎
を
放
流

Yam
atsuri elem

entary school 3rd grader discharged a young 

　

平
成
31
年
４
月
23
日
（
火
）、
久

慈
川
「
東
橋
」
付
近
の
河
川
敷
で
稚

鮎
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
も
っ
と
久
慈
川
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
町
と
久

慈
川
第
一
漁
業
協
同
組
合
の
主
催
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
矢
祭
小
学

校
３
年
生
（
矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

団
）
や
来
賓
の
方
に
放
流
の
お
手
伝

い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
久
慈
川
の
水
量
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
当
初
の
放
流
予
定
量

の
４
万
尾
（
４
０
０
㎏
）
を
変
更
し
、

１
万
２
千
尾
（
１
０
０
㎏
）
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
慈
川
第
一
漁
業
協
同
組

合
で
は
、令
和
元
年
６
月
２
日
（
日
）

午
前
５
時
の
鮎
釣
り
解
禁
に
合
わ
せ

て
、
今
後
15
万
尾
（
１
５
，
０
０
０

㎏
）
の
稚
鮎
の
放
流
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

１．稚鮎の放流をするために河川敷に集まった矢祭小学校３年生／２．川面にバケツを近づけて、優しく稚鮎を久慈川
へと送り出す児童／３．大きく育てと願いを込め、笑顔で稚鮎を放流する児童たちと古張町長／４．放流された稚鮎／
５．久慈川や稚鮎について説明をする久慈川第一漁業協同組合の佐川泉組合長／６．テレビ取材を受ける児童たち

２

４

６

pickup
topics

１

３

５
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町  

職  

員  

人  

事  

異  

動

平
成
31
年
４
月
１
日
付

【
課
長
相
当
職
】

　

▼
自
立
総
務
課
長
兼
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長
兼
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長
…
藤
田
義
広
（
町
民
福
祉
課
長
兼

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
町
民
福

　
　

祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　

…
陳
野
勝
美
（
会
計
管
理
者
）
／
会

　
　

計
管
理
者
…
鈴
木
大
恵
子
（
自
立
総

　
　

務
課
主
幹
）
／
議
会
事
務
局
長
…
増

　
　

子
智
巳
（
事
業
課
主
幹
兼
事
業
グ
ル
ー

　
　

プ
長

【
係
長
相
当
職
】

　

▼
事
業
課
主
任
主
査
兼
事
業
グ
ル
ー
プ

　
　

長
…
鈴
木
薫
（
町
民
福
祉
課
主
任
主

　
　

査
兼
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
長
）
／
町

　
　

民
福
祉
課
主
査
兼
生
活
環
境
グ
ル
ー

　
　

プ
長
…
益
子
卓
也
（
自
立
総
務
課
主

　
　

査
）
／
自
立
総
務
課
主
任
主
査
…
大

　
　

森
文
子
（
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
）

【
係
員
】

　

▼
自
立
総
務
課
主
任
主
事
…
小
貫
仁
士

　
　
（
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
主
任
主
事
）

平
成
31
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

　

▼
自
立
総
務
課
長
兼
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長
兼
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

所
長
…
片
野
一
也
／
議
会
事
務
局
長

　
　

…
石
井
公
子
／
自
立
総
務
課
主
幹
…

　
　

藤
田
勝
典

行 政 区 名 区 長 名
（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 石井　俊治 区長会長

舘本区 落合　淳利
桃ノ木区 松本　徳廣
石田区 大森　康宏
上野内区 猪亦　健一
宝坂区 片野　勝　
高野谷地区 金澤　好一
追分区 本田　初夫
小田川区 佐藤　馨
ニュータウン中山区 堀内　忠彦
下関河内区 菊池典比古
上関河内区 鈴木　寿一
大垬区 豊田　茂
高山区 寺島　治 区長会副会長

関岡区 髙澤　行男 区長会副会長

真木野区 益子　三男
内川区 藤田　清
茗荷区 増子　誠一
中石井区 星　紀久男 区長会会計

下石井区 菊池　正次
戸塚区 鷹部　孝一

平
成
31
年
度
各
行
政
区
長
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
４
日
（
木
）、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
に
お
い
て
平
成
31
年
度

第
１
回
区
長
会
が
開
催
さ
れ
、

各
行
政
区
長
さ
ん
21
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
よ
り
各
課
事
務
の
説
明

や
「
矢
祭
町
ご
み
不
法
投
棄
・

野
外
焼
却
監
視
員
」
及
び
「
矢

祭
町
交
通
対
策
協
議
会
地
区
分

会
長
委
嘱
書
」
の
交
付
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
は
、
選
考
委
員
に
よ

る
選
考
の
結
果
、
区
長
会
長
に

石
井
俊
治
山
野
井
・
金
沢
区
長
、

副
会
長
に
寺
島
治
高
山
区
長
、

髙
澤
行
男
関
岡
区
長
、
会
計
に

星
紀
久
男
中
石
井
区
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

▲今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱書を
交付する古張町長
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図 書 館 だ よ り
library Information

陳野守正様より、図書及び
資料を寄贈いただきました

　矢祭町宝坂出身の陳野守正様

（東京都府中市在住）より、著書

や資料についてご寄贈を頂きまし

た。

　矢祭町の知人が旧満州で亡く

なったことを知り、満州への移民

について調査を始めた陳野さん。

独学で数少ない資料を集め、まと

められた著書には、平和への願い

が込められています。

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会＆えいごであそぼう」　
（矢祭もったいない図書館）
　５月 19 日（日）午後２時～午後３時
　▶おはなし会と、「えいごであそぼう！」をテーマに開催します。おはなしは、町学校
　　  英語指導助手、ニコール・ルイーズ・クレメントさんです。

【５月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】
毎週月曜日

矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

　４月より、CDとDVDの貸出を始めました。日本レコード協会より、
復興支援として図書館へ寄贈いただいた CDや、昔話などのDVDに
ついて、貸出を始めました。利用につきましては、ひとり５枚まで、
貸出期間は２週間となります。
　また、新刊書を購入しましたので、ぜひご来館ください。（児童用
調べ学習図書 94 冊（図鑑など）／キャリア教育図書 37 冊（小学校
高学年で読める仕事についての本など）／乳幼児向け絵本 113 冊（絵
本など）／大型絵本 5冊（読み聞かせ用）

【６月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　６月６日（木）午前 10 時～正午
　▶３歳までの乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

教
え
く
れ
し
花
の
名
前
は
忘
れ
し
が

見
る
た
び
思
う
逝
き
た
る
従
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

山
並
の
白
く
か
す
ん
で
見
え
る
日
の

花
粉
情
報
は
警
戒
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

五
年
前
お
花
に
使
い
し
糸
柳

今
も
枯
れ
ず
に
庭
に
揺
れ
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

若
き
日
の
忘
れ
か
け
た
る
ユ
ニ
ホ
ー
ム

手
に
取
り
見
れ
ば
浮
か
ぶ
青
春　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

河
川
敷
の
土
手
焼
く
煙
は
立
春
の

風
な
き
里
の
空
に
上の
ぼ

り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

裏
庭
で
笹
鳴
き
の
声
二
度
三
度

春
が
来
た
ぞ
と
知
ら
せ
る
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

万
両
の
実
を
食
い
つ
く
し

南
天
の
実
を
狙
い
い
る
ヒ
ヨ
ド
リ
の
眼め
光
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

こ
れ
と
言
う
財
は
無
け
れ
ど

四
代
の
家
族
と
暮
ら
す
大
き
富
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

家
を
離
れ
一
人
都
会
に
住
む
孫
の

少
し
慣
れ
し
か
く
ら
し
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

明
け
方
に
屋
根
打
つ
雨
音
き
き
な
が
ら

若
か
り
し
日
の
思
い
出
た
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江
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自分の車を完成させることです。今は、フェンダー
を切って作り直しています。

２台分入るくらいの自分専用のガレージを持つこと
です。

車とバイクで走ることです。栃木県の道が整備され
ているところなどを走っています。

「ダイニングバー」です。お店の雰囲気が好きなので、
友達や友達の家族と一緒によく行っています。

仕事帰りなどでも行きやすいような、ジムがあった
らいいなと思います。

今はまだですが、変な車を見かけたら自分なので、
車が好きな方は声をかけてください。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
自
分
専
用
の
ガ
レ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
夢 大山　魁人さん

Ｋ
ａｉｔ

ｏ
　
Ｏ
ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

おおやまかいと● 20 歳・茗荷在住

メッセージ

from結婚支援室（59）

message

次は　未定　です。

No.62

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　　　　婚活イベントのお知らせ
主催　東白川青年会議所
期日　令和元年５月 12 日　13：00 ～ 18：30
内容　「スポーツで婚活」
対象　独身男性（東白川郡、浅川町在住の方）
　　　独身女性　居住地は問いません
　
詳しくは、東白川青年会議所☎ 090-8920-
3507（角田）
または、結婚支援室☎ 0247-46-4884 まで

●町への要望はありますか？

結婚支援室からのお知らせ

　

白
河
市
・
西
白
河
郡
・
東
白
川
郡
の

９
市
町
村
で
つ
く
る
「
ふ
れ
あ
い
の
場

創
出
事
業
実
行
委
員
会
」
で
は
、
年
間

３
回
か
ら
４
回
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
出

逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
男
性
は
９
市
町
村
の
方
、
女

性
は
居
住
地
を
問
わ
な
い
た
め
県
内
外

か
ら
応
募
が
あ
り
、
毎
回
30
％
以
上
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、
応
募
理
由
は
男
女
と
も
に

『
出
逢
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
』
が
多

く
、
次
は
『
開
催
場
所
が
良
か
っ
た
か

ら
』
で
し
た
。
女
性
の
中
に
は
『
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
た
か
っ
た
』
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
開
催
に
対
し
て
は
、『
パ
ー

テ
ィ
ー
』『
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
体
験
型
』

の
希
望
が
多
く
、
少
数
の
参
加
者
で
回

数
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
参
加
者
の
声
を
参
考
に

し
て
今
年
度
も
参
加
し
や
す
い
、
魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。
募
集
内
容
は
開
催
が
決
ま
り
次
第

白
河
市
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
矢
祭
町
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。
出
逢
い
の
き
っ
か

け
作
り
に
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
他
、
実
行
委
員
会
で
は
独
身
者

の
結
婚
支
援
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
結
婚
世
話
や
き
人
」
の
募
集
・
養
成

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ

等
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
、
外
出
が
難
し
い
方
な
ど

と
一
緒
に
お
話
し
を
し
て
、
孤
立

や
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
み
み
ず
く
」
で
活
動
し
て
い

る
内
川
在
住
の
芳
賀
き
よ
子
さ

ん
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
寂

し
い
思
い
を
せ
ず
に
過
ご
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
い
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

芳
賀
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
平
成
29
年
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
開
催
さ
れ
た
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
し
た
メ
ン

バ
ー
で
団
体
設
立
を
提
案
し
、
結

成
さ
れ
た
の
が
私
た
ち
『
み
み
ず

く
』
で
す
。
主
に
、
舘
山
荘
や
藤

井
ハ
イ
ム
矢
祭
、
希
望
の
あ
っ
た

個
人
宅
で
高
齢
者
の
方
の
お
話
し

を
聴
い
て
あ
げ
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
月
に
１
回
定
例
会

を
開
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

中
身
と
感
想
を
発
表
し
て
情
報
共

有
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は

町
外
か
ら
来
て
40
年
近
く
経
ち
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
方
々
に

お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。」
と
設
立
の

き
っ
か
け
や
活
動
に
対
す
る
想
い

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
伺
う

と
「
今
は
、世
間
話
程
度
で
す
が
、

今
年
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
も

う
少
し
掘
り
下
げ
て
悩
み
を
聴
い

て
あ
げ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
こ
の

活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
訪

問
を
希
望
す
る
方
か
ら
の
ご
連
絡

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。」
と
向
上
心
を

持
っ
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く

熱
意
を
燃
や
し
ま
す
。

個人宅を訪問し、傾聴ボランティア活動をする「み
みずく」のメンバー。

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
地
域
の
方
に

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
活
動
し
て
い
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.62 －

芳
賀
き
よ
子
さ
ん

PROFILE
【はがきよこ】内川在住。４人の孫と一緒
にお菓子作りなどをすることが好き。好き
な言葉は「明日があるさ」。問い合わせ▶
矢祭町社会福祉協議会☎34-1050

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　４月８日（月）、矢祭小学校入学式が矢祭小学校
体育館で挙行されました。統合後４回目入学式を迎
え、歴史と伝統が築かれつつある矢祭小学校に、今
年度は男子１５人、女子１７人の計３２人がピカピ
カの１年生として入学を許可され、代表児童に関根
校長から教科書が授与されました。

　４月４日（木）、矢祭もったいない図書館の来館
者が１０万人を達成しました。１０万人目の来館者
は関岡在住の鈴木綾人くん（２歳）で、古張町長と
佐川子ども読書推進委員長とともにくす玉を割った
後、記念品と花束が贈呈されました。また、前後に
来場された２人にも記念品と花束が贈られました。

　４月７日（日）、ユーパル矢祭において平成３１
年度矢祭町消防団第１班長・第２班長への辞令交付
式及び役員会が行われました。各班新班長への辞令
は檜山団長より交付され、新体制による今年度の消
防活動がスタートし、無火災を目指して一致団結し
ました。

１２年２カ月で１０万人目が来館
▶矢祭もったいない図書館来館 10万人達成

統合後４回目の新入生を迎える
▶矢祭小学校入学式

各班新班長での消防活動がスタート
▶矢祭町消防団辞令交付式及び役員会

　４月９日（火）、平成３１年度矢祭町スポーツ推
進委員会第１回会議が矢祭もったいない図書館特別
書庫で開催されました。会議では、古張教育長から
再任１２人、新任３人へ委嘱状が交付され、委員長
に本多春子さん、副委員長に佐川昭夫さんを選出し、
今年度の事業計画などが協議されました。

留任１２人、新任３人へ委嘱状交付
▶矢祭町スポーツ推進委員会第１回会議

矢祭山を中心とした自然を愛し、守る
▶矢祭山みどりの少年団結団式

　４月２３日（火）、矢祭小学校体育館で平成３１
年度矢祭山みどりの少年団結団式が行われました。
式では、代表の伊藤文菜さんによる結団宣言・誓い
の言葉が述べられ、矢祭小学校３年生以上（１７１
人）が県立矢祭山公園を中心とした自然を愛し、守
るため、今年度の活動を開始しました。

未来に輝く３９名が入学
▶矢祭中学校入学式

　４月８日（月）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で行われ、大きくて真新しい制服に身を包ん
だ男子１８人、女子２１人の計３９人が伝統ある矢
祭中学校への入学を許可されました。誓いの言葉で
は、新入生代表の吉成崇裕さんがこれから始まる中
学校生活への期待を述べました。

　４月９日（火）、やまつりこども園幼児教育部入
園式がやまつりこども園遊戯室で行われました。幼
児教育部３歳児に５２人の新入園児（男児２７人、
女児２５人）が加わり、進級した４歳児、５歳児と
合わせて園児数は１４８人（男児７８人、女児７０
人）となりました。

元気あふれる５２名が入園
▶やまつりこども園幼児教育部入園式
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第１回定例会
３月１１日～１５日

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
38
・
５
億
円
を
可
決
！

【
前
年
度
比　

下
げ
率
16
・
３
％
】

農
業
委
員
会
委
員
11
名
任
命
同
意　
　
　
　
　
　
　

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
と
３
日
目
は
一
般
質
問
を
行
い
、
議
員
７
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
報
告
２
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
４
件
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
１
件
、
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
策
定
１
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
平
成

30
年
度
各
会
計
補
正
予
算
６
件
、
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
９
件
、
人
事
案
件
１
件
の
合
計
25
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と
し
て
、
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る
認
定
農
業
者
の
割
合
の
変
更
１
件
、

人
事
案
件
11
件
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
平
成
13
年
10
月
31

日
の
「
市
町
村
合
併
を
し
な
い

矢
祭
町
宣
言
」
以
来
、
町
民
・

議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
「
自
立
す
る
町
づ
く
り
」

の
も
と
、
行
財
政
改
革
を
更
に

推
進
し
、「
選
択
と
集
中
」
に

よ
る
重
点
化
を
図
り
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
行
政
課
題
に
迅
速

か
つ
着
実
に
対
応
す
る
た
め
、

地
方
自
治
の
基
本
で
あ
る
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

る
べ
く
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

矢
祭
町
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を

し
っ
か
り
と
思
い
描
き
、「
入

る
を
量
り
て
出
ず
を
制
す
」
の

精
神
を
持
っ
て
、
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
郷
土
矢
祭
町
を
子
々

孫
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
こ
そ

が
、
私
た
ち
町
政
執
行
者
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
「
矢
祭
町
第
５
次
総

合
計
画
」
第
４
年
度
と
し
て
、

本
計
画
施
策
の
総
仕
上
げ
に
向

け
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
一
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
、

今
年
度
に
お
い
て
基
本
構
想
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
東
館
駅
周

辺
開
発
計
画
の
２
年
目
と
し
て
、

よ
り
具
体
的
か
つ
実
現
性
を
盛

り
込
ん
だ
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
町

の
中
心
で
あ
る
東
館
駅
開
発
計

画
が
町
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
、
駅
東

側
中
心
市
街
地
商
店
街
の
振
興

に
し
っ
か
り
と
軸
足
を
置
き
、

駅
東
西
を
有
機
的
に
結
び
、
中

央
公
民
館
や
駅
舎
な
ど
の
改
築
、

「
健
康
な
ま
ち
矢
祭
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
運
動
公
園
や
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
整
備
な
ど
、
町
の

中
心
市
街
地
と
し
て
期
待
さ
れ

る
将
来
像
、
そ
の
施
策
を
明
確

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
県
立
自
然
公
園
矢
祭

山
は
町
の
名
称
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
と
お
り
、
風
向
明
媚
な

郷
土
矢
祭
の
象
徴
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
矢
祭
山
公
園
に
お
い

て
、
平
成
29
年
度
か
ら
着
手
い

た
し
ま
し
た
あ
ゆ
の
つ
り
橋
周

辺
親
水
広
場
整
備
事
業
の
３
期

工
事
に
取
り
組
み
、
様
々
な
魅

力
が
探
索
で
き
る
矢
祭
山
公
園

周
遊
コ
ー
ス
の
拠
点
と
し
て
、

仕
上
げ
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
８
割
を
占
め
る

森
林
は
、
水
を
育
み
、
土
砂
の

流
出
を
防
い
で
い
る
な
ど
の
多
面

的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

適
切
な
森
林
整
備
を
行
い
、
森

林
機
能
の
維
持
管
理
を
図
る
た

め
、
継
続
し
て
「
ふ
く
し
ま
森
林

再
生
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
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次
に
、
日
常
の
買
い
物
や
通

院
な
ど
、
移
動
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
公
共
交
通

を
繋
ぐ
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
用
備
品
購
入
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
、
消
防
ポ

ン
プ
車
１
台
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
２
台
の
購
入
配
備
に
よ
り
消

防
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
刻
を
争
う
事
態
、

命
を
繋
ぐ
た
め
の
大
切
な
手
段

と
な
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
に

対
応
す
る
、
久
慈
川
河
川
敷
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
舗
装
整
備
を
行

い
、
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
搬
送
等

の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
舘
山
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
ラ
ン
ド
に
つ
き
ま
し
て

は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

快
適
さ
や
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
宿
泊
棟
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

多
目
的
室
の
暖
房
工
事
や
事
務

室
の
改
装
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
祭
町
に
お
い
て
創

業
の
熱
意
を
も
っ
た
人
材
の
発

掘
・
育
成
の
た
め
に
継
続
し
て

「
矢
祭
未
来
想
成
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
開
校
、
更
に
町
内
に
お
け
る

新
た
な
雇
用
の
創
出
を
支
援

し
、
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
で
新

た
に
創
業
す
る
方
の
初
期
投
資

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
設

備
修
繕
工
事
、
町
民
プ
ー
ル
改

修
工
事
、
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
連

携
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
、道
路
・

橋
梁
の
維
持
管
理
事
業
、
子
育

て
世
帯
定
住
支
援
助
成
金
事

業
、
個
人
住
宅
改
良
支
援
事
業

な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
」
を
目

指
し
、
結
婚
支
援
、
特
定
不
妊

治
療
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
祝
金
支
給
、
こ
ど
も
園
の
保

育
料
・
授
業
料
の
軽
減
、
給
食

費
の
軽
減
、
中
学
３
年
生
海
外

修
学
旅
行
、
高
校
生
奨
学
助
成

金
、
小
中
学
校
入
学
支
援
運
動

着
等
支
給
事
業
、
髙
田
基
金
に

よ
る
教
育
支
援
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
、
県
道
改
良
な

ど
の
事
業
の
早
期
完
成
の
た

め
、
県
当
局
へ
要
望
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
も
町
民
目
線
に

立
ち
、
郷
土
矢
祭
町
発
展
の
た

め
町
民
皆
様
、
議
員
の
皆
様
と

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
職
員

共
々
、
全
力
で
町
政
運
営
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
初
予
算
総
額
は
38
・
５
億

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
７
・
５
億
円
の
減

で
、
16
・
３
％
の
下
げ
率
と
な

り
ま
し
た
。

◎
専
決
第
１
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
号
）

　

昨
年
の
台
風
24
号
に
よ
り
被

災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
復
旧

に
要
す
る
費
用
計
上
に
伴
う
補

正
が
主
な
も
の
で
、
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
た
た
め
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
２
号　

平
成
30
年
度

矢
祭
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
２
号
）

　

介
護
給
付
費
に
お
け
る
地
域

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金

を
予
備
費
充
当
に
よ
り
補
正
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１
７

９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専

決
処
分
し
た
た
め
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
３
号
）

　

平
成
30
年
度
中
に
生
じ
た
利

子
を
基
金
に
加
え
、
基
金
の
額

を
改
正
す
る
た
め
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
案
第
４
号
）

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

５
号
）

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改

正
に
係
る
福
島
県
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
６
号
）

　

児
童
福
祉
施
設
入
所
ま
た
は

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業

を
行
う
者
も
し
く
は
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
児
童
等
を
被
保

険
者
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
（
議
案
第
７

号
）

　

事
業
内
容
に
町
民
プ
ー
ル
修

繕
工
事
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴

い
、
計
画
を
変
更
す
る
た
め
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
（
議
案
第
８
号
）

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
追
分
辺
地
に

係
る
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
（
議
案
第
９
号
）

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

２
第
３
項
及
び
矢
祭
町
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手

続
き
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

◎
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る

23

町
長
施
政
方
針（
要
旨
）

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

報　
　
　

告

条　
　
　

例

平成３０年度一般会計予算補正状況（専決第１号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 4,946,822 4,414 4,951,236

そ　

の　

他

平成３０年度介護保険特別会計予算補正状況（専決第２号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

特別会計 介護保険 587,343 0 587,343



◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　
　
　

議
長　

富
山　

雄
一

　

紹
介
議
員　
　

青
砥　

安
彦

　

審
査
結
果　
　

採　
　

択

◎
滝
川
開
発
期
成
同
盟
会
会
長

　

富 

永 

盛 

彦 

様
外
役
員
よ

り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

滝
川
地
区
全
体

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改
良

下
関
河
内
区

○
一
級
河
川
小
田
川
、
高
田
橋

付
近
上
下
流
の
土
砂
の
除
去

○
一
級
河
川
小
田
川
、
川
端
地

内
堤
防
の
改
修

○
国
道
３
４
９
号
宮
脇
地
内
の

マ
ン
ホ
ー
ル
（
水
道
蓋
）
改
修

上
関
河
内
区

○
一
級
河
川
小
田
川
、
表
木
地

内
の
堰
の
改
修

○
寄
藤
地
内
に
消
火
栓
及
び
貯

水
槽
の
新
設

大
垬
区

○
町
地
内
の
地
下
式
消
火
栓
を

地
上
式
に
変
更

○
国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
道

清
地
内
の
段
差
解
消

○
道
清
地
内
の
貯
水
槽
を
耐
震

性
貯
水
槽
に
更
新

○
林
道
滝
川
西
線
の
土
砂
撤
去

○
道
清
地
内
の
町
道
整
備
及
び

法
面
の
木
の
伐
採

高
山
区

○
県
道
下
関
河
内
小
生
瀬
線
の

福
住
橋
拡
張

○
一
級
河
川
小
田
川
、
高
山
公
民

館
か
ら
鉄
橋
ま
で
の
土
砂
撤
去

矢
祭
小
学
校

○
下
関
河
内
地
内
、
安
全
な
バ

ス
停
の
確
保

◎
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
稲
地

１
２
８
―
３

　

日
米
地
位
協
定
を
見
直
す
会

協
同
代
表　

難
波
希
美
子
様
よ

り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地

負
担
に
関
す
る
提
言
」
の
趣
旨

に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治
の
根

幹
を
脅
か
す
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
を
国
に
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

◎
兵
庫
県
西
宮
市
分
銅
町
１
―

４
　

一
般
財
団
法
人
日
本
熊
森
教

会
会
長
室
谷
悠
子
様
よ
り
次
の

陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
放

置
人
工
林
を
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
で
順
次
計
画
的
に
皆

伐
を
進
め
、
天
然
林
に
戻
す
こ

と
を
求
め
る
陳
情

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
１
件
を
政

府
行
政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

　

平
成
31
年
第
２
回
町
議
会
臨

時
会
は
、
３
月
28
日
午
前
10
時

に
招
集
さ
れ
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
１
件
、
平
成
30

年
度
各
会
計
補
正
予
算
６
件
が

提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

 

◎
矢
祭
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
38

号
）

　

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
を

踏
ま
え
、
正
規
の
勤
務
時
間
以

外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
に
関

し
て
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
39
号
）

　

各
種
事
務
、
事
業
費
の
確
定

に
伴
い
、
各
節
の
整
理
に
よ
る

増
減
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
40
号
）

　

国
民
健
康
保
険
税
、
県
支
出

金
等
、
保
険
給
付
費
、
保
健
事

業
費
等
の
確
定
に
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
41
号
）

　

保
険
料
及
び
国
庫
支
出
金
等

の
確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
42
号
）

　

保
険
料
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
43
号
）

　

霊
園
永
代
使
用
料
の
確
定
に

よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
44

号
）

　

今
年
度
の
事
業
の
確
定
に
伴

う
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

認
定
農
業
者
の
割
合
の
変
更

（
議
案
第
26
号
）

　

農
業
委
員
会
委
員
を
任
命
す

る
に
あ
た
り
、
委
員
の
過
半
数

を
認
定
農
業
者
と
す
る
こ
と

は
、
委
員
の
任
命
に
著
し
い
困

難
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
、
委
員

に
占
め
る
認
定
農
業
者
の
割
合

を
１
／
４
以
上
と
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
10
号
）

　

今
年
度
の
各
種
事
務
事
業
の

確
定
及
び
法
人
税
の
増
額
、
地

方
消
費
税
交
付
額
確
定
に
よ
る

増
額
、
減
債
基
金
の
増
額
、
予

備
費
の
増
額
の
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
11
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
伴
う

減
額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
12
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
13
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
14
号
）

　

過
年
度
療
養
給
付
費
負
担
金

の
確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
15

号
）

　

基
幹
改
良
事
業
水
道
管
布
設

替
工
事
等
の
工
事
費
、
事
務
事

業
の
確
定
に
伴
う
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
16
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
17
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
18
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
19
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
20
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
21

号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
22
号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
23

号
）

◎
平
成
31
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
予
算
（
議
案
第
24
号
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
25
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
27
号
か
ら
37
号
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

当
初
予
算

平成31年度各会計別当初予算状況

会　計　名 31 年度予算額 30 年度予算額 伸び率（％）

一 般 会 計 3,850,000 4,600,000 △ 16.3

特
　

別
　

会
　

計

国 民 健 康 保 険 656,799 664,216 △ 1.1

工場団地造成事業 1,591 1,092 45.7

宅 地 造 成 事 業 5,560 4,813 15.5

農業集落排水処理事業 29,025 28,800 0.8

介 護 保 険 529,565 518,186 2.2

後期高齢者医療保険 140,885 141,161 △ 0.2

霊 園 事 業 500 500 0

水　道　事　業

科      目 31 年度予算額30 年度予算額 伸び率（％）

収 益 的 収 入 140,559 146,003 △ 3.7

収 益 的 支 出 134,360 137,071 △ 2.0

資 本 的 収 入 211,185 150,392 44.4

資 本 的 支 出 284,058 172,965 64.2

人
事
案
件

矢
祭
町
教
育
委
員
会
委
員
に

冨
永　

美
智
子　

氏

※
任
期
は
平
成
31
年
５
月
13
日

　

か
ら
平
成
35
年
５
月
12
日
ま
で

第
２
回
臨
時
議
会

補

正

予

算

請　
　
　

願

請
願
・
陳
情

陳　
　
　

情

意　

見　

書

条　
　
　

例

補

正

予

算

2425

平成30年度各会計別予算補正状況（３月第１回定例会）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 4,951,236 90,176 5,041,412

特
　

別
　

会
　

計

国 民 健 康 保 険 703,549 △ 29,009 674,540

宅 地 造 成 事 業 4,813 △ 3,995 818

介 護 保 険 587,343 16,862 604,205

後期高齢者医療保険 144,126 560 144,686

水道事業会計

収益的収入 147,222 △ 4,118 143,104

収益的支出 144,546 △ 3,122 141,424

資本的収入 175,392 △ 32,100 143,292

資本的支出 202,965 △ 46,158 156,807

平成30年度各会計別予算補正状況（3月第2回臨時会）
（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 5,041,412 68,650 5,110,062

特別会計

国民健康保険 674,540 △ 33,119 641,421

介 護 保 険 604,205 222 604,427

後 期 高 齢 者
医 療 保 険

144,686 △ 434 144,252

霊 園 事 業 1,302 250 1,552

水道事業

会　　計

収 益 的 収 入 143,104 △ 1,763 141,341

収 益 的 支 出 141,424 △ 5,292 136,132

資 本 的 収 入 143,292 △ 2,250 141,042

資 本 的 支 出 156,807 △ 226 156,581



が
整
備
さ
れ
た
が
、
国
県
に
対

し
町
と
し
て
更
な
る
要
望
は
な

い
か
。

　
　

町
長

　

毎
年
、
県
南
建
設
事
務
所
に

は
事
業
調
整
会
議
に
よ
り
要
望

を
し
、
年
度
末
に
成
果
等
を
話

し
合
っ
て
い
る
。

　
　

予
算
執
行
状
況
と
そ
の
成

果
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

一
般
会
計
の
歳
出
に
係
る
執

行
状
況
は
、
２
月
末
で
支
出
額

対
予
算
比
57
％
と
な
っ
て
い
る
。

年
度
末
、
会
計
整
理
期
間
に
は

工
事
費
等
の
支
払
い
が
集
中
す

る
た
め
、
支
出
負
担
行
為
の
額

の
執
行
率
は
88
％
と
な
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
民
福
祉
課
関
係
で
は
、
保

健
衛
生
費
が
大
き
な
割
合
と
な

っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
事
業
は
完

了
し
て
い
る
。
特
別
会
計
も
ほ

ぼ
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

予
算
規
模
で
言
え
ば
工
事
の

額
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
示
し

た
通
り
で
、
そ
の
他
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
も
し
か
る
べ
く
遂

行
で
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い

る
。

　
　

教
育
課
長

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
の
管
理
運
営
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
、
体
育
セ
ン

タ
ー
等
の
維
持
管
理
・
運
営
等

を
行
い
、
順
調
に
事
業
を
完
了

し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
の
補
助

金
の
支
給
等
に
つ
い
て
も
全
て

完
了
し
て
い
る
。

　
　

在
職
３
期
12
年
間
の
感
想
、

評
価
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

評
価
は
町
民
の
皆
さ
ん
、
議

員
の
皆
さ
ん
が
す
る
も
の
だ
と

思
う
。
た
だ
、
感
想
と
し
て
議

員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
て
、

思
い
残
す
こ
と
な
く
町
政
執
行

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

後
任
者
へ
託
し
た
い
思
い

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

町
の
行
政
と
し
て
安
定
し
た

財
政
運
営
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず

る
を
制
す
」
と
い
う
財
政
の
基

本
、「
最
低
の
予
算
で
最
高
の

効
率
を
上
げ
る
」
と
い
う
執
行

姿
勢
、
こ
う
し
た
も
の
は
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
安
定
し
た
財
政
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　

家
庭
ご
み
の
焼
却
の
実
情

と
禁
止
行
為
の
周
知
に
つ
い
て
、

町
内
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
聞
き
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

家
庭
ご
み
、
野
外
で
の
焼
却

は
、
年
度
初
め
に
区
長
さ
ん
に

説
明
し
、
ご
み
不
法
投
棄
と
野

外
焼
却
の
監
視
員
を
委
嘱
し
監

視
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

野
外
で
燃
や
し
て
い
い
も
の
や

家
庭
ご
み
は
燃
や
し
て
は
だ
め

で
あ
る
な
ど
の
周
知
は
ま
だ
足

り
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
周

知
し
た
い
。

　
　

空
き
家
等
の
監
視
状
況
を

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

空
き
家
の
監
視
は
行
っ
て
い

な
い
。
町
は
監
視
で
き
な
い
た

め
、
消
防
団
と
防
犯
協
会
が
リ

ン
ク
し
て
い
る
の
で
、
消
防
団

に
注
視
を
要
請
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　
　

年
に
一
度
で
も
状
況
の
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
体
制
を
と
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

消
防
団
と
協
議
し
て
検
討
し

た
い
。

　
　

不
登
校
児
童
生
徒
の
そ
の

後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

現
在
８
名
い
る
が
、
完
全
に

登
校
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
欠
席
が
多
い
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
　

長
期
欠
席
の
児
童
生
徒
は

い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　

入
院
等
、
特
別
な
理
由
を
除

い
て
、
欠
席
日
数
が
30
日
を
超

え
た
場
合
に
は
、
校
長
か
ら
報

告
が
あ
る
。

　
　

30
日
以
上
欠
席
し
た
場
合

は
不
登
校
と
扱
う
の
か
。

　
　

教
育
長

　

30
日
以
上
欠
席
し
た
場
合
、

特
別
な
理
由
を
除
い
て
、
校
長

が
不
登
校
と
判
断
す
れ
ば
、
教

育
委
員
会
へ
報
告
さ
れ
る
。

　
　

い
じ
め
に
つ
い
て
、
現
在

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

教
育
長

　

通
告
に
な
か
っ
た
の
で
、
正

確
な
数
は
お
答
え
で
き
な
い
が
、

注
視
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
数

名
い
る
。

　
　

不
登
校
の
原
因
究
明
と
指

導
徹
底
の
た
め
、
学
校
・
保
護

者
・
地
域
が
連
携
し
た
指
導
体

制
を
要
望
す
る
。

　
　

教
育
長

　

い
じ
め
や
虐
待
と
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
や
研

修
会
等
を
通
し
て
指
導
を
強
化

し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て
助
言
・
指

導
し
て
参
り
た
い
。

　
　

２
年
前
ハ
ー
ド
ル
競
技
で

全
国
大
会
へ
出
場
し
た
児
童
に

支
援
が
な
か
っ
た
の
か
確
認
し

た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

制
度
で
表
彰
は
し
た
が
、
宿
泊

費
・
旅
費
の
支
援
は
し
て
い
な

い
。

　
　

旅
費
的
な
支
援
は
対
象
外

な
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

矢
祭
町
学
校
教
育
振
興
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、
中
学

校
の
県
大
会
以
上
の
出
場
に
は

宿
泊
費
・
旅
費
等
の
支
給
を
し

て
い
る
が
、
小
学
生
は
対
象
外

で
あ
る
。
な
お
、
当
時
全
国
大

会
に
出
場
し
た
児
童
に
は
、
大

会
主
催
者
か
ら
宿
泊
費
・
旅
費

が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
か
ら
の
支
給
は
し
な
か
っ
た
。

　
　

平
成
15
年
に
取
得
し
た
山

林
に
つ
い
て
、
今
後
は
生
活
環

境
保
全
林
と
し
て
保
存
す
る
の

か
、
開
発
し
て
多
目
的
に
利
用

す
る
の
か
。　

　
　

町
長

　

水
源
の
涵
養
・
土
地
の
保
全

に
有
効
な
た
め
、
当
分
の
間
は

山
林
と
し
て
保
有
し
た
い
。

　
　

展
望
台
の
下
か
ら
町
並
み

が
見
え
る
景
観
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
有
林
の
伐
採
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　

町
長

あ
る
程
度
の
景
観
を
保
持
し
な

が
ら
、
森
林
再
生
事
業
に
よ
り

整
備
を
図
る
の
が
ベ
ス
ト
と
判

断
し
て
い
る
。

　
　

民
有
林
も
含
め
て
事
業
を

す
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
民
有
林
を
含
め
た
全

体
的
な
プ
ラ
ン
を
描
い
て
い
る
。

　
　

黒
助
橋
の
工
事
は
今
年
度

で
終
了
す
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
完
了
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　

東
橋
と
内
川
橋
の
補
修
工

事
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

31
年
度
予
算
と
し
て
、
内
川

橋
は
本
体
工
事
を
計
上
し
て
お

り
東
橋
は
調
査
の
た
め
の
委
託

費
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

他
の
橋
梁
の
計
画
は
ど
う

か
。

　
　

事
業
課
長

　

優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
。

　
　

今
年
度
の
町
事
業
主
体
の

主
な
公
共
工
事
の
実
績
、
成
果

を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
温
泉
井
戸
浚

渫
工
事
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
空
調

機
器
改
修
工
事
、
役
場
入
口
改

修
工
事
の
３
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ

初
期
の
目
的
は
達
成
し
た
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

水
道
関
係
の
基
幹
改
良
配
水

管
布
設
替
工
事
第
１
回
工
事
、

国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
配
水

管
布
設
替
工
事
は
完
了
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｐ
告
知
の
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
等
の
移
設
工
事
は

19
件
発
注
し
、
15
件
が
完
了
、

残
り
４
件
は
３
月
中
の
完
成
予

定
で
あ
る
。

　
　

事
業
課
長

　

繰
り
越
し
工
事
の
黒
助
橋
補

修
工
事
、
林
道
中
石
井
・
舘
谷

線
災
害
復
旧
工
事
、
継
続
工
事

の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
新
築
工
事

は
全
て
完
了
し
て
い
る
。

　

農
地
関
係
で
は
、
茗
荷
字
中

茗
荷
地
内
用
水
路
補
修
工
事
、

茗
荷
字
吉
ノ
平
地
内
農
道
舗
装

工
事
、
内
川
字
中
村
地
内
農
道

舗
装
工
事
を
施
工
し
、
２
月
ま

で
に
完
成
し
て
お
り
、
農
道
入

宝
坂
９
号
線
舗
装
工
事
は
現
在

施
行
中
だ
が
年
度
内
に
は
完
成

予
定
で
あ
る
。

　

林
道
関
係
は
、
塩
ノ
海
・
入

山
線
舗
装
工
事
、
大
沢
線
舗
装

工
事
を
施
工
し
完
成
し
て
い
る
。

　

土
木
関
係
で
は
、
本
年
度
工

事
の
黒
助
橋
橋
梁
補
修
工
事
が

間
も
な
く
完
成
見
込
み
で
、
町

道
東
舘
・
追
分
線
は
補
助
金
の

追
加
交
付
な
ど
が
あ
り
、
繰
り

越
し
で
の
対
応
と
な
る
。

　

観
光
関
係
で
は
、
矢
祭
ふ
れ

あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
南
側
駐
車
場

舗
装
工
事
は
２
月
に
完
成
し
、

あ
ゆ
の
つ
り
橋
周
辺
親
水
広
場

整
備
工
事
は
電
柱
移
転
の
関
係

で
繰
り
越
し
対
応
と
な
る
。

福
祉
関
係
で
は
、
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
外
構
工
事
を
施
工
し
完
成

し
て
い
る
。

　
　

教
育
課
長

　

中
学
校
関
連
で
体
育
館
コ
ー

ト
ラ
イ
ン
改
修
工
事
、
揚
水
ポ

ン
プ
取
替
工
事
、
南
校
舎
教
室

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
等
６
件
、

体
育
セ
ン
タ
ー
関
連
で
床
改
修

工
事
、
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
関
連

で
揚
水
ポ
ン
プ
起
流
ポ
ン
プ
取

替
工
事
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
屋
外

照
明
工
事
の
合
計
９
件
の
工
事

を
発
注
し
、
１
月
中
旬
ま
で
に

全
て
の
工
事
が
完
了
し
て
お

り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

　
　

役
場
庁
舎
入
り
口
の
改
修

工
事
を
行
い
、
車
椅
子
で
も
庁

舎
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

町
民
か
ら
の
感
想
・
意
見
等
が

あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

町
民
の
方
か
ら
の
感
想
は
直

接
聞
い
て
い
な
い
が
、
長
い
ス

ロ
ー
プ
に
雨
を
し
の
ぐ
屋
根
を

付
け
た
こ
と
で
、
優
し
い
造
り

に
な
っ
て
い
る
。

　
　

今
年
度
の
国
・
県
事
業
主

体
の
公
共
工
事
の
実
績
、
成
果

を
報
告
願
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
南
建
設
事
務
所
関
係
で
、

国
道
３
４
９
号
道
路
改
良
工
事

下
関
工
区
は
県
道
交
差
点
の
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
県
道
下
関

河
内
小
生
瀬
線
道
路
改
良
工
事

は
農
道
山
下
線
と
の
交
差
点
に

お
い
て
切
土
工
事
が
完
了
し
た
。

　

県
南
農
林
事
務
所
関
係
で
は
、

農
道
整
備
事
業
中
石
井
３
期
地

区
で
割
目
地
内
の
道
路
工
事
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

町
内
の
公
共
施
設
や
環
境

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、12
日
と
13
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

質
問　

下
関
河
内
地
内
町
有
林

の
活
用
に
つ
い
て

一
般
・
観
光
・
建
設
行
政鈴木　一議員

問 答 問

答 問

答

問答問

質
問　

今
年
度
の
公
共
工
事

に
つ
い
て

問 答

答

答

質
問　

今
年
度
の
予
算
執
行
状

況
に
つ
い
て

質
問　

町
長
任
期
満
了
に
伴
う

総
括
に
つ
い
て

質
問　

児
童
生
徒
の
不
登
校

に
つ
い
て

質
問　

防
火
対
策
に
つ
い
て

質
問　

児
童
生
徒
へ
の
援
助
に

つ
い
て

答

問問 答

問 答答

問

答

問 答問答

問

答

問答 問答

答

答

問答 答

質
問　

舘
山
ラ
ン
ド
展
望
台
周

辺
の
景
観
に
つ
い
て

質
問　

橋
梁
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

一
般
・
防
災
・
教
育
・

環
境
・
観
光
行
政

青砥安彦議員

問答答

答 問

答

問問問 答

答答答

問

問
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モ
ラ
ル
を
高
め
る
具
体
的

な
対
策
は
行
っ
た
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

各
区
長
さ
ん
か
ら
の
不
法
投

棄
禁
止
看
板
の
設
置
要
望
を
受

け
、看
板
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

広
報
誌
の
３
月
号
で
不
法
投
棄

防
止
の
特
集
を
し
、
モ
ラ
ル
高

揚
に
努
め
た
。

　
　

ご
み
監
視
員
か
ら
の
今
年

度
の
情
報
提
供
件
数
と
内
容
を

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

17
件
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
道
路
等
へ
の
不
法

投
棄
で
あ
る
。
ま
た
、
区
長
さ

ん
か
ら
の
通
報
に
よ
り
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。

　
　

動
物
死
骸
の
処
理
件
数
を

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
・
県
道
は
県
が
対
応
し
て

お
り
、
件
数
の
管
理
は
し
て
い

な
い
が
、80
件
程
度
と
の
こ
と
。

町
管
理
の
道
路
は
数
件
だ
が
、

正
確
な
数
字
は
記
録
し
て
い
な

い
。

　
　

塙
町
と
共
同
実
施
で
き
な

い
か
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

過
去
に
塙
町
で
は
裁
判
沙
汰

ま
で
起
き
た
火
災
が
発
生
し
て

お
り
、
そ
れ
以
降
行
っ
て
い
な

い
。
両
町
共
同
が
理
想
だ
が
、

呼
び
か
け
て
も
塙
町
は
応
じ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

矢
祭
山
の
こ
れ
か
ら
の
全

体
像
は
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
山
公
園
は
、
こ
れ
ま
で

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
々
を
開

い
て
き
た
が
、
町
民
が
将
来
に

誇
れ
る
矢
祭
山
公
園
に
し
た
い

と
い
う
の
が
共
通
の
思
い
か
な

と
感
じ
て
い
る
。

　
　

最
近
、
子
供
の
虐
待
事
件

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
中
、

県
内
４
つ
の
児
童
相
談
所
で

５
０
０
名
以
上
の
虐
待
対
象
の

子
供
た
ち
が
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
本
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

児
童
虐
待
等
で
保
健
師
と
児

童
相
談
所
が
継
続
的
に
か
か

わ
っ
て
い
る
事
実
が
11
件
あ

る
。
児
童
相
談
所
、
警
察
、
県

南
保
健
事
務
所
、教
育
委
員
会
、

保
健
師
等
が
連
携
し
児
童
虐
待

防
止
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　

各
小
中
学
校
に
お
い
て
、
月

１
回
は
困
り
ご
と
相
談
と
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。

　
　

千
葉
県
の
女
児
が
虐
待
死

し
た
事
件
の
よ
う
に
、
保
護
者

か
ら
の
強
い
要
望
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
の

か
。

　
　

教
育
長

　

そ
う
し
た
報
告
は
受
け
て
い

な
い
の
で
、
実
際
に
あ
る
か
ど

う
か
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

校
長
を
通
じ
て
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
教
育
委
員
会
、
警
察
、

児
童
相
談
所
と
相
談
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

　
　

県
内
で
も
子
供
条
例
や
子

供
の
権
利
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る

が
、
本
町
で
は
ま
だ
考
え
て
い

な
い
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ま
だ
考
え
て
い
な
い
が
、
総

数
が
多
く
な
れ
ば
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
　

専
門
の
弁
護
士
や
警
察
官

な
ど
学
校
な
ど
が
相
談
で
き
る

人
は
い
る
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

児
童
相
談
所
の
専
門
員
が
活

動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

高
齢
者
を
騙
す
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
振
り
込
め
詐
欺
の
深
刻

な
問
題
が
あ
る
が
、
本
町
の
現

状
は
ど
う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
町
で
は
詐
欺
の
被
害
情
報

は
な
い
。
ま
た
、
高
齢
者
と
関

わ
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
注
意
喚

起
を
依
頼
し
て
い
る
。
更
に
区

回
覧
で
も
喚
起
し
て
い
る
。

　
　

白
河
実
業
高
等
学
校
、
塙

工
業
高
等
学
校
統
合
の
指
針
が

発
表
さ
れ
た
。
地
域
活
性
化
の

た
め
に
は
、
存
続
が
望
ま
れ
る

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
尋

ね
る
。

　
　

町
長

　

東
白
川
郡
の
町
村
会
で
存
続

を
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　

存
続
に
対
す
る
支
援
の
考

え
が
も
し
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

ま
だ
統
合
予
定
と
の
話
で
あ

り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
に

な
る
か
予
想
は
つ
か
な
い
が
、

当
然
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
支

援
は
必
要
だ
と
思
う
。

　
　

中
学
校
の
運
動
部
改
革
指

針
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容

と
そ
れ
に
伴
う
中
学
校
の
部
活

動
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

保
護
者
向
け
に
チ
ラ
シ
を
配

付
し
て
い
る
。
な
お
、
中
学
校

に
お
い
て
は
、
平
日
週
１
日
及

び
土
日
い
ず
れ
か
週
１
日
以
上

の
休
養
日
を
設
け
て
い
る
。

　
　

時
間
の
短
縮
は
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。
さ
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
ど
う
い
う
指
針
が
あ
る

の
か
。

　
　

教
育
長

　

部
活
動
の
時
間
に
つ
い
て

は
、
平
日
２
時
間
程
度
を
目
安

に
活
動
し
て
い
る
。

　
　

以
前
、
照
明
に
よ
る
結
実

障
害
が
あ
る
た
め
設
置
し
な
い

と
回
答
を
さ
れ
た
が
、
光
害
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ

し
っ
か
り
管
理
す
れ
ば
障
害
は

防
げ
る
の
で
検
討
願
い
た
い
。

　
　

町
長

　

照
明
が
あ
れ
ば
夜
間
の
利
用

も
増
え
る
と
は
思
う
が
、
以
前
、

ス
イ
ン
ピ
ア
の
照
明
に
よ
る
弊
害

が
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は

構
想
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
　

所
有
者
が
不
明
の
土
地
、

建
物
は
あ
る
の
か
。
固
定
資
産

税
の
賦
課
、
徴
収
が
で
き
な
い

も
の
は
あ
る
の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

所
有
者
死
亡
後
の
相
続
放
棄

の
土
地
が
３
件
あ
り
、
現
在
調

査
中
で
あ
る
。

　
　

賦
課
、
徴
収
は
し
て
い
な

い
の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

課
税
の
相
手
が
い
な
い
状
況

な
の
で
、
戸
籍
調
査
に
よ
り
権

利
者
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

３
件
の
中
に
寄
付
採
納
の

申
し
出
者
は
い
た
の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

い
な
い
。

　
　

試
験
の
実
施
に
よ
る
事
業

の
対
象
者
、
周
知
、
広
報
、
利

用
実
績
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

書
送
付
は
75
歳
以
上
に
１
，

２
０
５
件
、
利
用
券
の
発
送
は

96
名
、
利
用
者
は
46
名
で
、
町

負
担
額
は
11
万
７
，
５
８
０
円

で
あ
る
。

　
　

予
算
は
１
０
０
万
円
程
度

だ
っ
た
が
、
な
ぜ
利
用
が
少
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

利
用
を
町
内
に
限
っ
て
い
た

の
で
多
額
に
な
ら
な
か
っ
た
の

が
原
因
。
ま
た
、
96
名
の
申
請

に
対
し
46
名
の
使
用
に
留
ま
っ

た
理
由
に
つ
い
て
は
現
在
調
査

し
て
い
る
。

　
　

利
用
可
能
な
範
囲
を
近
隣

市
町
村
の
病
院
ま
で
広
げ
る
こ

と
を
検
討
願
え
な
い
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
き
協
議
会
で
協
議
し
た

と
こ
ろ
、
方
向
性
と
し
て
「
町

外
利
用
は
病
院
に
限
る
」、「
上

限
３
千
円
」
に
す
る
と
し
た
案

が
あ
る
。
更
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
　

鳥
獣
に
よ
る
農
業
へ
の
被

害
は
後
を
絶
た
ず
、
駆
除
関
係

者
の
高
齢
化
、
後
継
ぎ
不
足
は

否
め
な
い
状
況
で
あ
る
。
わ
な

免
許
取
得
と
猟
友
会
の
入
隊
に

支
援
策
は
あ
る
か
。

　
　

事
業
課
長

　

猟
友
会
の
ハ
ン
タ
ー
減
少
の

課
題
は
認
識
し
て
い
る
。
現
時

点
で
わ
な
取
得
に
対
す
る
助
成

制
度
は
な
い
が
、
検
討
の
余
地

は
あ
る
。
し
か
し
、
わ
な
だ
け

の
取
得
で
は
駆
除
隊
で
の
活
動

に
は
足
り
ず
、
猟
銃
の
取
得
ま

で
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
希
望
者
の
確
保
が
困

難
な
実
状
で
あ
る
。

　
　

な
か
な
か
現
状
を
打
開
す

る
方
針
は
な
い
か
と
思
う
が
、

狩
猟
免
許
を
取
得
し
猟
友
会
ま

で
の
考
え
は
で
き
な
い
か
。

　
　

事
業
課
長

　

ま
ず
、
有
害
対
策
で
今
一
番

足
り
な
い
の
は
環
境
整
備
で
あ

り
、
野
菜
や
柿
の
木
の
実
な
ど

の
放
置
解
消
や
や
ぶ
払
い
な
ど

を
重
点
的
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
上
で
、
猟
銃
ま
で

含
め
た
希
望
者
な
ど
の
掘
り
起

し
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
　

排
水
が
道
路
に
流
れ
、
凍

結
に
よ
り
危
険
な
状
況
が
長
く

続
き
修
理
は
終
え
た
よ
う
だ
が
、

状
況
が
長
く
続
い
た
理
由
と
原

因
、
修
繕
内
容
を
聞
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

12
月
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
、

管
理
者
で
あ
る
県
へ
連
絡
し
直

ち
に
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
暗

渠
の
口
径
が
小
さ
く
物
が
詰
ま

り
や
す
く
な
っ
て
い
た
た
め
、

抜
本
的
な
改
修
工
事
を
県
が
発

注
し
た
。ま
た
、資
材
調
達
等
々

に
時
間
を
要
し
た
。

　
　

工
事
後
、
湯
量
の
回
復
は

ど
う
な
っ
た
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

工
事
は
昨
年
12
月
に
終
え
、

湧
出
量
は
毎
分
40　

、
温
度

23
・
７
度
と
な
り
、
以
前
よ
り

も
湧
出
量
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

40　

は
ど
れ
く
ら
い
の
量

か
ら
回
復
し
た
の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

以
前
は
毎
分
30　

に
満
た

ず
、
温
度
も
21
・
８
度
と
報
告

を
受
け
て
い
た
。

　
　

工
事
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

温
泉
が
湧
き
出
る
箇
所
に
水

あ
か
が
付
着
し
温
泉
の
流
入
を

妨
げ
て
い
た
た
め
、
新
た
な
温

泉
湧
出
口
を
作
っ
た
こ
と
と
水

あ
か
の
除
去
を
行
っ
た
。

　
　

定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
回
の
状
況
を
契
機
と
し

て
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
将
来
的
に
も
必
要
と
思
う
。

問問

質
問　

子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
等
に
つ
い
て

福
祉
・
防
犯
行
政

本多勇也議員

質
問　

不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

質
問　

地
域
公
共
交
通
支
援

事
業
に
つ
い
て

土
木
・
一
般
・
観
光

・
教
育
行
政

鈴木正美議員

質
問　

矢
祭
小
学
校
北
側
道
路

の
凍
結
に
つ
い
て

質
問　

有
害
駆
除
対
策
強
化
の

考
え
方
に
つ
い
て

答

答

答答 問

答

問

答

問 答答

問 答答

問

問

答問

答問

答

問

答

問

答

答

答

答

質
問　

矢
祭
山
バ
ン
ガ
ロ
ー
敷

地
内
の
ト
イ
レ
及
び
高
齢
者
活

動
施
設
に
つ
い
て

質
問　

ふ
れ
あ
い
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
照
明
設
備
設
置
に
つ
い
て

質
問　

所
有
者
不
明
の
土
地
・

建
物
・
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

答答

問

問

答

答

答

質
問　

環
境
対
策
の
実
績
に
つ
い
て

問問質
問　

河
川
敷
焼
払
い
に
つ
い
て

質
問　

矢
祭
山
公
園
整
備
に
つ
い
て

問

問

問問問 答 答

問質
問　

高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て

質
問　

白
河
実
業
・
塙
工
業

に
つ
い
て

教
育
・
一
般
・
福
祉
・

農
林
行
政

菊池淳之議員

問答問問

問答

質
問　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
温
水

ポ
ン
プ
工
事
に
つ
い
て

問問

ℓ

ℓ

ℓ

答

問

答
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ト
イ
レ
は
取
り
壊
す
と
聞

い
て
い
た
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

高
齢
者
活
動
施
設
の
建
物
に
つ

い
て
は
有
効
利
用
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の

対
応
を
聞
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

ト
イ
レ
の
取
り
壊
し
工
事
は

発
注
済
み
で
、
年
度
内
に
撤
去

す
る
。
高
齢
者
活
動
施
設
に
つ

い
て
は
、
利
用
し
た
い
と
い
う

団
体
が
い
れ
ば
ご
利
用
い
た
だ

く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

再
編
に
つ
い
て
は
、
県
も

き
ち
ん
と
地
域
住
民
を
交
え
た

対
応
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
県

の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

教
育
長

　

今
回
、
塙
工
業
高
校
が
な
く

な
る
こ
と
は
新
聞
報
道
で
知

り
、
私
た
ち
に
も
知
ら
さ
れ
な

か
っ
た
状
況
で
あ
る
。
４
月
に

教
育
長
会
議
が
あ
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
場
で
存
続
を
要
請
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

今
、
白
河
市
は
地
域
公
共

交
通
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で

見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
動
き
を
東
白
川
郡
も
同

じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
検
討
す

る
要
請
は
難
し
い
か
。

　
　

教
育
長

　

現
段
階
で
は
存
続
の
要
望
を

し
て
い
く
こ
と
で
考
え
て
お

り
、
対
策
に
つ
い
て
公
表
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

　
　

こ
の
地
域
に
お
け
る
高
校

の
存
在
意
義
と
町
の
子
供
た
ち

の
教
育
環
境
を
今
後
ど
う
し
た

い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

塙
高
校
が
統
合
と
な
る
と
町

に
と
っ
て
も
東
白
川
郡
に
と
っ

て
も
痛
手
で
あ
る
。
教
育
の
機

会
均
等
か
ら
、
高
校
は
近
く
に

あ
る
べ
き
と
十
分
承
知
し
て
い

る
し
、
町
村
会
で
も
存
続
運
動

は
続
け
て
い
く
。
ま
た
、
高
校

教
育
も
義
務
教
育
と
同
じ
と
考

え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

行
政
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

　
　

町
長
在
職
３
期
12
年
の
中

で
、
選
挙
公
約
に
あ
っ
た
教
育

村
構
想
が
、
震
災
に
よ
り
保
育

園
、
幼
稚
園
の
建
物
の
被
災
を

受
け
、
早
期
建
設
が
必
要
と
な

り
再
考
し
、
こ
ど
も
園
の
建
設

を
行
っ
た
こ
と
や
、
町
民
の
声

を
聞
き
統
合
小
学
校
と
し
て
矢

祭
小
学
校
の
開
校
も
し
て
き

た
。
も
し
、
震
災
が
な
け
れ
ば

公
約
と
し
て
い
た
幼
保
小
中
一

貫
教
育
が
で
き
た
の
で
は
と
考

え
る
が
、
振
り
返
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

教
育
村
構
想
が
挫
折
し
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
子

供
の
教
育
は
高
校
ま
で
の
一
貫

教
育
が
良
い
と
今
で
も
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
園
は

様
々
な
経
緯
が
あ
り
開
園
で
き

た
が
、
も
う
少
し
余
裕
の
あ
る

施
設
を
作
れ
れ
ば
良
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
、
こ
ど
も
園
・
矢

祭
小
学
校
の
開
設
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

の
開
所
が
あ
り
、
現
在
、
親
水

公
園
整
備
も
進
め
て
い
る
。
第

５
次
計
画
半
ば
で
引
退
を
決
意

し
た
思
い
、
取
り
組
ん
だ
町
づ

く
り
の
思
い
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
子
供
は
大
勢
の
中
で
学
ば
せ

る
べ
き
」、「
競
争
意
識
を
持
た

せ
る
べ
き
」
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
統
合
に
舵
を
切
り
立

派
に
開
校
し
た
。
こ
こ
数
年
町

独
自
の
講
師
採
用
や
厳
選
さ
れ

た
先
生
方
の
着
任
に
よ
り
学
力

が
向
上
し
て
お
り
、
新
た
な
指

導
者
に
は
町
の
将
来
を
担
う
立

派
な
人
材
を
育
て
て
い
た
だ
き

た
い
。
矢
祭
山
公
園
の
整
備
は

道
半
ば
で
は
あ
る
が
ビ
ジ
ョ
ン

が
で
き
て
お
り
、
し
っ
か
り
整

備
し
魅
力
的
な
公
園
を
作
り
た

い
。
今
ま
で
の
施
策
が
益
々
充

実
し
立
派
な
花
、
実
を
結
ば
せ

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

新
し
い
首
長
さ
ん
に
託
し

た
い
政
策
・
施
策
、
町
の
将
来

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

数
年
前
に
Ｓ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社

は
第
２
工
場
の
建
設
に
着
手

し
、
県
内
で
も
最
大
規
模
の
工

場
が
で
き
、
将
来
的
に
は
財
政

の
大
き
な
援
助
と
な
る
固
定
資

産
税
が
見
込
ま
れ
る
。
私
が
就

任
し
た
時
に
は
各
基
金
が
14
億

円
だ
っ
た
が
、
本
年
度
末
に
は

36
億
円
程
に
な
る
予
定
で
、
こ

れ
は
職
員
が
少
数
精
鋭
で
職
務

を
執
行
し
た
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
安
定
し
た

財
政
基
盤
を
次
の
世
代
に
引
き

継
げ
る
こ
と
は
、
非
常
に
誇
ら

し
く
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ

り
、
次
を
担
う
方
に
も
町
が

益
々
安
定
し
た
町
政
運
営
を
お

願
い
し
た
い
と
思
う
。

　
　

健
康
矢
祭
21
・
食
育
推
進

法
の
計
画
の
中
で
、
乳
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
て

様
々
な
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
を
お

知
ら
せ
願
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
来

年
度
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
用

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
行

い
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延

伸
し
、
豊
か
な
生
活
に
寄
与
で

き
る
事
業
を
展
開
し
た
い
。

　
　

具
体
的
な
予
定
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
使

用
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
午
前
中
は
地
区
割
り
で
バ

ス
の
送
迎
に
よ
り
運
動
を
行

い
、
午
後
は
自
由
使
用
を
考
え

て
い
る
。

　
　

高
齢
者
や
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
る
人
達
の
た
め
に
も
、
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

早
々
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

は
、
公
共
団
体
が
収
益
を
伴
う

交
通
手
段
を
運
行
す
る
た
め
に

必
要
な
計
画
で
、
本
町
で
は
今

の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
状
況
を
見
な
が
ら

策
定
の
必
要
性
を
判
断
す
る
。

　
　

こ
の
計
画
は
、
具
体
的
に

Ｊ
Ｒ
や
福
島
交
通
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
と
行
政
が
ど
の

よ
う
な
運
行
を
検
討
す
る
も
の

か
と
思
う
が
、
ど
う
か

　
　

町
長

　

町
が
バ
ス
等
の
運
行
を
す
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
か
も
知
れ

な
い
が
、
町
が
大
々
的
に
行
う

こ
と
は
業
者
の
圧
迫
に
も
繋
が

り
か
ね
な
い
の
で
難
し
い
。
今

回
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
行
っ
た

タ
ク
シ
ー
助
成
金
の
拡
大
が
町

と
し
て
の
事
業
だ
と
思
う
。

　
　

公
共
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が

悪
く
中
学
校
の
部
活
動
の
短
縮

や
待
ち
時
間
が
長
い
こ
と
な
ど

を
聞
い
て
い
る
。
県
立
高
校
の

統
廃
合
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
必
要
と
思
う
が
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

県
立
高
校
の
統
合
あ
り
き
と

と
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
、
統
合

し
た
場
合
の
支
援
策
に
つ
い
て

の
回
答
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

中
学
校
の
部
活
動
の
休
養

日
や
軽
減
に
よ
り
帰
宅
の
バ
ス

時
間
が
合
わ
な
い
時
が
あ
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

バ
ス
の
運
行
時
間
に
つ
い
て

は
中
学
校
か
ら
変
更
が
で
き
な

い
か
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
福

島
交
通
へ
お
願
い
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
70

名
で
、
利
用
す
る
児
童
は
年
々

増
加
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今

の
施
設
で
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

平
成
30
年
度
は
88
名
の
登
録

者
が
い
る
が
、
長
期
休
暇
の
み

の
利
用
者
が
い
る
た
め
、
１
日

当
り
の
利
用
者
は
70
名
前
後
で

あ
る
。
次
年
度
以
降
、
更
に
増

加
し
た
場
合
に
は
、
別
の
ス

ペ
ー
ス
や
支
援
員
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
児

童
や
保
護
者
の
要
望
に
応
え
て

い
き
た
い
。

　
　

み
ら
い
創
成
ア
カ
デ
ミ
ー

で
内
川
小
学
校
を
絵
本
王
国
の

拠
点
に
す
る
と
い
う
提
案
が
出

て
い
た
が
ど
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

み
ら
い
創
成
ア
カ
デ
ミ
ー
の

講
師
か
ら
、
町
に
は
図
書
館
、

更
に
は
寄
贈
さ
れ
た
46
万
冊
の

本
が
あ
る
の
で
、
こ
の
資
源
を

大
切
に
し
、
発
展
さ
せ
る
の
が

将
来
有
効
で
は
な
い
か
と
の
話

が
あ
っ
た
が
、
内
川
小
学
校
の

利
用
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　
　

や
ま
つ
り
ま
ち
・
ひ
と
・

み
ら
い
づ
く
り
協
議
会
で
も

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

い
、
関
係
す
る
講
師
と
相
互
連

携
を
図
っ
て
町
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で

利
用
し
て
は
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　

事
業
課
長

　

親
和
性
の
高
い
と
こ
ろ
に
関

し
て
は
、
早
急
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
と
い
う
こ
と
よ
り
、
草
の

根
的
な
動
き
を
き
ち
ん
と
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
か

と
考
え
る
。

　
　

地
元
清
流
の
里
づ
く
り
の

団
体
か
ら
も
内
川
小
学
校
を
利

用
し
た
い
と
い
う
話
も
聞
い
て

お
り
、
そ
の
中
で
利
用
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

一
つ
の
団
体
に
限
ら
ず
、
そ

の
よ
う
な
動
き
が
融
合
を
生
む

き
っ
か
け
に
な
る
か
と
思
う
の

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
で
き
る
こ
と
を

探
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思

う
。

　
　

一
昨
年
く
ら
い
か
ら
矢
祭

町
観
光
協
会
の
役
員
等
に
変
更

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
活
動
し
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
29
年
度
に
組
織
体
制
の

見
直
し
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の

総
会
議
決
で
あ
っ
た
も
の
を
そ

の
前
段
階
に
観
光
関
係
者
に
よ

る
幹
事
会
を
置
き
、
実
質
的
な

討
論
を
す
る
体
制
移
行
を
行
っ

た
。

　
　

観
光
協
会
の
事
務
局
は
役

場
に
あ
る
が
、
観
光
協
会
は
町

を
案
内
す
る
場
所
と
認
識
し
て

お
り
、
出
先
機
関
と
し
て
案
内

で
き
る
施
設
を
設
置
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　

町
長

　

現
在
町
が
観
光
協
会
の
大
部

分
を
運
営
し
て
い
る
が
、
将
来

は
観
光
を
な
り
わ
い
と
す
る

方
々
に
観
光
協
会
を
お
願
い

し
、
町
は
補
助
金
を
出
す
の
が

理
想
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

高
校
の
合
併
再
編
計
画

に
つ
い
て

一
般
行
政

質
問　

町
長
引
退
の
思
い
と
取

り
組
ん
だ
町
づ
く
り
に
つ
い
て 藤田玄夫議員

質
問　

健
康
寿
命
の
延
伸
に

基
づ
い
た
施
策
に
つ
い
て

質
問　

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
つ
い
て

郡司浩子議員

福
祉
・
教
育
・
産
業
・

観
光
行
政

質
問　

地
場
産
業
振
興
を
通

し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て

質
問　

児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

に
つ
い
て

問

問

答 問

答問

答問

答 問

答

問

答

答

問 問 答答

答答

答

答

問問

問答答

問 答 問答

答

問問

問質
問　

矢
祭
町
観
光
協
会
に

つ
い
て

問 問

答
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取

扱
い
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。
６
月
町

議
会
定
例
会
に
請
願
、
陳

情
を
さ
れ
る
方
は
令
和
元

年
５
月
31
日
ま
で
に
提
出

願
い
ま
す
。
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◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
概
ね
良
好
に
執
行
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
次
の
点
に
留
意
さ
れ
た

い
。

①　

工
事
内
容
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　

今
回
の
監
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
い
ず
れ
も
工
事
設
計

に
基
づ
き
施
工
さ
れ
て
お
り
、

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
平
成
31

年
１
月
31
日
現
在
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
実
際
の
進
捗
状
況

は
、
更
に
進
捗
し
た
状
況
の
工

事
箇
所
が
殆
ど
で
あ
り
、
施
工

の
内
容
に
つ
い
て
も
概
ね
良
好

と
認
め
ら
れ
る
が
、
平
成
30
年

度
農
道
入
宝
坂
９
号
線
舗
装
工

事
、
平
成
30
年
度
東
舘
・
追
分

線
道
路
舗
装
補
修
工
事
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
進
捗
率
20
％
で

あ
り
、
平
成
30
年
度
あ
ゆ
の
吊

り
橋
周
辺
親
水
広
場
整
備
工
事

に
つ
い
て
は
進
捗
率
30
％
で
あ

る
。

　

主
な
工
事
の
内
容
と
し
て
、

舗
装
工
事
、
整
備
工
事
で
あ
る

が
、
冬
期
間
で
も
あ
り
工
事
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
契
約
期
間
内
に
工
事
完
了

す
る
よ
う
、
請
負
業
者
に
対
し

遺
漏
な
き
対
応
を
図
る
よ
う
督

励
願
い
た
い
。

◎
随
時
監
査
実
施

＜踏査コース＞

・平成 30年度ユーパル矢祭空調機修繕工事

・平成 30年度ユーパル矢祭温泉井戸浚渫工事

・平成 30年度林道大沢線舗装工事

・平成 30年度農道入宝坂９号線舗装工事

・平成 30年度町道東舘・追分線道路舗装補修工事

・平成 30年度役場庁舎入口改修工事

・平成 30年度矢祭ふれあいターミナル南側駐車場舗装工事

・平成 30年度あゆの吊り橋周辺親水広場整備工事

・平成 30年度水道基幹改良事業配水管布設替第２回工事

・平成 30年度茗荷字吉ノ平地内農道舗装工事

・平成 30年度林道塩ノ海・入山線舗装工事

・平成 30年度水道基幹改良事業配水管布設替第１回工事

・平成 30年度国道 349 号バイパス配水管布設工事

　

２
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
緑
川
裕
之
監
査
委
員
は
、
平
成
30

年
度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏
査
し
工
事
内
容
、
工
事
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
監
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

★ 

２
月

７
〜
８
日　

随
時
監
査

９
日　

東
白
川
郡
森
林
組
合
事

　
　
　

務
所
新
築
落
成
式
（
森

　
　
　

林
組
合
事
務
所
）

11
日　

鈴
木
桂
吾
氏
瑞
宝
単
光

　
　
　

章
叙
勲
受
賞
祝
賀
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

13
日　

圏
域
市
町
村
長
及
び
代

　
　
　

表
議
長
会
議
（
白
河
市
）

20
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市

　
　
　

・
自
治
会
館
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査

22
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
（
白

　
　
　

河
市
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　
　
　

タ
ー
会
議
室
）

24
日　

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

　
　
　

ム
（
白
河
市
・
コ
ミ
ネ

　
　
　

ス
）

　
　
　

東
白
川
郡
森
林
組
合
総

　
　
　

代
会
（
棚
倉
町
）

★ 

３
月

４
日　

総
合
計
画
第
１
回
審
議

　
　
　

会

５
日　

空
家
対
策
協
議
会

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

７
日　

第
４
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
・
町
村
会
）

８
日　

や
ま
つ
り
農
泊
シ
ン
ポ

　
　
　

ジ
ウ
ム
（
ユ
ー
パ
ル
矢

　
　
　

祭
）

11
日
〜
15
日　

第
１
回
定
例
会

13
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

19
日　

こ
ど
も
園
修
了
証
書
授

　
　
　

与
式

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

総
合
計
画
第
２
回
審
議

　
　
　

会

22
日　

矢
祭
小
学
校
卒
業
式

　
　
　

観
光
資
源
管
理
計
画
検

　
　
　

討
委
員
会　

26
日　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

27
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
定

　
　
　

例
会
（
東
白
衛
生
組
合

　
　
　

会
議
室
）

28
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

小
中
学
校
教
職
員
合
同

　
　
　

離
任
式
（
役
場
第
１
会

　
　
　

議
室
）

　
　
　
　
　
　

★ 
４
月

１
日　

小
中
学
校
教
職
員
合
同

　
　
　

着
任
式
（
役
場
第
１
会

　
　
　

議
室
）

７
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

８
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学

　
　
　

式

９
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
入

　
　
　

園
式

10
日　

第
１
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

11
日　

第
３
回
臨
時
会

16
日　

東
白
衛
生
組
合
汚
泥
再

　
　
　

生
処
理
セ
ン
タ
ー
起
工

　
　
　

式
（
塙
町
）

18
日　

白
河
地
方
土
地
開
発
公

　
　
　

社
決
算
監
査
（
白
河
市
）

22
日　

例
月
出
納
検
査

23
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式
（
矢
祭
小
学

　
　
　

校
）

　
　
　

稚
鮎
の
放
流
（
東
橋
付

　
　
　

近
）

議会の
動き

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

６
月
で
す
。

　

２
月
24
日
（
日
）、
白
河
市

「
白
河
文
化
交
流
コ
ミ
ネ
ス
」

に
お
い
て
、「
い
き
い
き
健

康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
全

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
白
河
か
ら
は

じ
め
よ
う
」
〜
連
携
で
組
み

立
て
る
〝
人
生
１
０
０
年
時

代
〞
〜
と
題
し
、
福
島
県
立

医
科
大
学
理
事
長　

竹
之
下

誠
一
先
生
の
お
話
し
を
拝
聴

し
ま
し
た
。　

　

福
島
県
は
心
疾
患
と
脳
卒

中
が
全
国
平
均
を
か
な
り
上

回
っ
て
お
り
、
心
筋
梗
塞
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ

り
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
も
ワ

ー
ス
ト
上
位
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
自
分
の
健
康
状
態
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
な
ど
の
内
容
で
し

た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会



　

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
で
す
。
電
波
は
、
航

空
機
や
船
舶
、
警
察
、
消
防
、

救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
不
法
電
波
は
、

こ
の
よ
う
な
大
切
な
通
信
を
妨

害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
人

命
の
安
全
を
脅
か
し
て
し
ま
い

ま
す
。電
波
は
、ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
電

波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
は

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
東
北
総

　

合
通
信
局
相
談
窓
口
☎
０
２

　

２
‐
２
２
１
‐
０
６
４
１

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
と
き
や
勤

務
先
を
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た

と
き
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
。（
＊
勤

務
先
を
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者

も
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
厚
生

年
金
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先
へ
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。）
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
年
金
手
帳
な
ど
、
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
を

ご
用
意
の
う
え
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
お
願
い
し
ま
す
。
国
民
年

金
保
険
料
額
は
、
月
額
１
６
，

４
１
０
円
で
す
が
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
等
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５
／
白
河
年
金
事
務

　

所
国
民
年
金
課
☎
０
２
４
８

　

‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
31
年
５
月
21
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

今
年
も
敬
老
会
に
お
い
て
、

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表
彰
を

行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は

お
早
め
に
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
者　

昭
和
44
年
１
月
１
日

　

〜
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
結

　

婚
さ
れ
た
夫
婦
ま
た
は
、
昨

　

年
届
け
漏
れ
の
あ
っ
た
夫
婦

受
付
期
間　

令
和
元
年
７
月
11

　

日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊

後
約
３
か
月
間
、
自
衛
官
と
し

て
必
要
な
基
礎
を
学
び
、
教
育

終
了
後
正
式
に
自
衛
官
に
任
用

さ
れ
る
制
度
で
す
。

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生（
陸
・

　

海
・
空
自
衛
官
）（
男
女
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未

　

満
の
者

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行

　

っ
て
お
り
ま
す
。

試
験
期
日　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

入
隊
時
期　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

総
務
省
で
は
、
矢
祭
町
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
金
澤
正
樹
さ
ん
（
中
石
井

字
岡
下
☎
４
６
‐
２
８
２
５
）

を
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。
行
政

相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を

は
じ
め
、
年
金
事
務
所
に
代
表

さ
れ
る
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事

の
処
理
や
説
明
に
納
得
が
い
か

な
い
な
ど
の
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
受
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行

政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
行

政
相
談
委
員
は
、
い
つ
で
も
自

宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

が
、
下
記
に
よ
り
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

５
月
20
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
で
す

自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

国
民
年
金
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

開
設
場
所　

中
央
公
民
館
２
階

　

第
３
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
６

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
国

民
一
人
一
人
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
人
権
意
識
を
高
め
る

た
め
に
、
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
た
り
、
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
を
救
済
す
る
な
ど
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
様
々
な

人
権
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
矢
祭
町
で
は
、
下
記
に
よ

り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
、
人
権
擁
護
委
員
が
ご
相
談

を
伺
い
ま
す
。
相
談
者
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場　

中
央
公
民
館
２
階
第
１

　

会
議
室

日
時　
令
和
元
年
６
月
３
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
６

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

６
月
６
日
（
木
）

時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
白

　

河
市
本
町
２
番
地
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　天皇の退位及び即位により、今年のゴー
ルデンウィークは１０連休となった方も多
いと思います。その間に、元号が「平成」
から「令和」となりました。広報やまつり
も令和となって初の発行を無事に迎えるこ
とができました。町民の皆さまには、「平成」
に引き続き広報やまつりへのご理解とご協
力をお願いできればと思っておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。　　（海）

人　口 ５,７７３人（－   23）
男 ２,８２５人（－   14）
女 ２,９４８人（－   ９）
世　帯 ２,０８５世帯（－   ６）

人の動き
４月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
深谷　タイ 86 昭吉 3 / 22 下石井
鈴木　英光 98 石川髙子 4 / 1 宝　坂
尾梶　政昭 73 とみ子 4 / 2 東　舘
益子アサ子 96 浩一 4 / 6 小田川
鈴木　晴美 60 則夫 4 / 11 東　舘
髙澤　トク 93 進 4 / 15 関　岡
鈴木　清一 92 一夫 4 / 17 宝　坂

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年全国山火事防止統一標語
「忘れない　豊かな森と　火の怖さ」

　最近、白河広域圏内において火災が多発しています。気温もだんだんと温かくなり

空気も乾燥している日が多くなります。火の取扱いには十分注意し、焚火やタバコの

ポイ捨ては絶対に止めましょう。また、外出前、就寝前には今一度火の元を確認する

ことを習慣にして矢祭町から火災をださないようご協力お願いします。冬期間お世話

になった暖房器具もそろそろ一休みです。使用を再開する際に故障や火災の原因とな

らないようしっかり手入れをしてあげてください。火災によって尊い命や貴重な財産

が奪われることは大変悲しいことです。自分自身はもとより家族の命、財産を失わな

いために日頃から火災予防に努め、安心安全な街づくりをしていきましょう。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～4月15日）

火災件数　 ４件
救急出動　   68件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

「
特
設
人
権
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小柳里

り お な

桜奈 3/25 勝 ・ 有美 小田川

佐藤　蒼
あ お

桜 4/8 優斗 ・ 美雨 関　岡

金澤　蕾
ら い か

嘩 4/14 亮夜 ・ 綾香 東　舘

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

募
集
し
て
い
ま
す

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

3435

固定資産税▶１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（金）

●今月の納税



　戸塚在住の新海さんご家族。勝磨さんと千愛美さんは、３人の子どもたちに
「元気で、挨拶ができる礼儀正しい子に育ってほしいです。」と願っています。
お子さんたちの性格について伺うと「櫻華は、感情豊かで優しく、面倒見が良
いお兄ちゃん。柊毅は、やんちゃな家族の中心人物。陽南美は、賢くてお兄ちゃ
んたちにも注意をするくらい、ある意味良いお姉ちゃんですね。」とご両親は話
します。３兄妹は、庭にいる虫やおたまじゃくし、カエルを集めることが好き
だそうです。このことについて千愛美さんは「子どもたちは平気みたいですが、
私はカエルがダメで、パパは虫が苦手なんです。どうして子どもたちはどちら
も平気なのか不思議なんですよね。」と微笑みながら教えてくれました。そんな
子どもたちの成長を楽しみにしながら、勝磨さん、千愛美さんはこれからも明
るい家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター5

家族と一緒に
Interview With the f amily

お子さん　新海櫻
おうか

華くん（6）　柊
しゅうき

毅くん（4）　陽
ひ な み

南美ちゃん（1）
お父さん　勝磨さん　　お母さん　千愛美さん　

【戸塚在住】

発
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３５０円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 6月 30日まで

令
和
元
年
5月
3日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.698

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●６か月児健康相談
　保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　保セ（10：30～11：00）
● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　保セ（13：00～13：10）

●生涯学習合同開級式
　 山開（9：00～）

○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

12 13 14 15 16 17 18
●３か月児健康診査
　塙（13：00～13：15）
●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●２歳児歯科健診
　保セ（13：00～13：10）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●矢祭読書の日 ●運動教室

　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

26 27 28 29 30 31 6/1
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

2 3 4 5 6 7 8
●久慈川第一漁協あゆ釣り解禁日 ●心の健康相談会

　    保セ（13：00～16：00）
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●１歳6か月児健康診査
　保セ（13：00～13：10）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


